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おことわり 
（１） 本ｿﾌﾄｳｪｱおよび本書の一部または全部を、許可なく複製、転載すること

は、かたくお断りいたします。 
（２） 本製品の内容につきましては万全を期して検査を行っておりますが、万

一、お気づきの点がございましたら、下記お問い合わせ先までご連絡くださ

い。 
（３） 本製品の内容は、予告なく変更される場合があります。 
（４） 本製品の運用に際しては、本取扱説明書をよくお読みになって、機能を

理解した上で御使用ください。本製品を使用したことによる結果につきまし

ては、責任を負いかねますので、ご了承ください。 
 
 
お問い合わせ先 

山洋電気株式会社 ﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ事業部 設計第 2 部  

FAX 0268-37-1732 

E-Mail sanguard_support@sanyodenki.com 
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1.  はじめに 
 

 

1.1  概要 
 

本装置は、19 ｲﾝﾁﾗｯｸ内の温度や扉の開閉などを監視し、設定された監視ｾﾝﾀに警報を送出す

る装置です。警報を検出した場合は、SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬにﾄﾗｯﾌﾟをあげ、保守者に異常を知らせるこ

とができます。また、汎用の Web ﾌﾞﾗｳｻﾞからも監視および制御が行えます。 

本装置は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力を 8 点、ｱﾅﾛｸﾞ入力を 8 点取り込むことができます。ｱﾅﾛｸﾞ入力 8 点の

うち、2 点は温度ならびに湿度計測用として固定ですが、残り 6 点は DC4～20mA または 0-5V の

信号を入力できます。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力は 8 点あり、個別に無電圧のﾊﾟﾙｽ信号か連続信号のどちらか

を選択できます。 

 

 

1.2  主な機能 
 

 

（１） Web管理ﾂｰﾙ 

 

Internet Explorer（8.0 以上）など汎用の Web ﾌﾞﾗｳｻﾞから以下の機能が実行できます。 

 

（A） ｱｶｳﾝﾄ認証機能 

ｱｶｳﾝﾄおよびﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力することにより、(B)項以降の機能を利用できる管理者の

認証を行ないます。 

 

（B） 基本設定機能 

IP ｱﾄﾞﾚｽなどのﾈｯﾄﾜｰｸ関連の設定、設置場所、ｺﾒﾝﾄなど装置に関する設定を行います。 

 

（C） ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示機能 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力、ｱﾅﾛｸﾞ入力の現在の状態を表示します。ｱﾅﾛｸﾞ値については、数値および

ｸﾞﾗﾌでの表示を行います。 

 

（D） ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力の各ﾎﾟｲﾝﾄ名称の設定を行います。ｱﾅﾛｸﾞ入力の各ﾎﾟｲﾝﾄの名

称、単位、計測範囲、正常範囲を設定します。 

 

（E） 状態計測値履歴表示機能 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力の状態やｱﾅﾛｸﾞ値を一定周期で取得して保存します（1000 件程度）。 

また、保存したﾃﾞｰﾀを表示します。なお、取得する周期は変更可能です。 

 

（F） ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力の変化情報、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御の実行履歴などを保存して表示します。 

 

（G） 制御出力機能 

管理者がﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の制御を実行すると、設定に従って約 1～999 秒間の無電圧

ﾊﾟﾙｽ、あるいは連続信号を送出します。また、現在のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の状態を表示しま

す。 
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（H） ｱﾅﾛｸﾞ入力逸脱監視機能 

予め設定されたｱﾅﾛｸﾞ値の正常範囲上限値および下限値を逸脱した場合、これを検出

し警報をあげることができます。 

 

（I） ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御機能 

ｱﾅﾛｸﾞ値の逸脱状態変化とﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力値の状態変化に対応したｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を行え

ます。ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御にて実施可能な制御は、自装置に対するﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号制御と外

部装置に対する制御の２種類があります。制御可能な外部装置は IT Monitor、

NetworkPowerManager（MT15A/B、または T11A/B）、UPS（LAN ｲﾝﾀﾌｪｰｽ・ｶｰﾄﾞ搭載 UPS、

SANGUARD Ⅳ Lite、または SANUPS SOFTWARE）の 3 種類があります。 

なお、NetworkPowerManager、UPS の使用方法は、各製品のﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

 

（２） SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能 

 

（A） 発生したﾄﾗｯﾌﾟを SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬに送信します。 

 

（B） SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬから設定および制御が行えます。 

 

（C） SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬからﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力・ｱﾅﾛｸﾞ値の参照ができます。 

 

 

（３） ﾀｰﾐﾅﾙ機能 

 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して全ての設定、参照および制御が行えます。ただし、状態・計測値履歴

表示およびｲﾍﾞﾝﾄ連携制御設定は行えません。 

 

 

（４） E-mail送信機能 

 

発生したｲﾍﾞﾝﾄを予め設定したｱﾄﾞﾚｽに E-mail を送信することにより、保守者に異常を知

らせることができます。 
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1.3  必要なｼｽﾃﾑ構成 
 

以下に、本装置を構築するために必要な最小限のｼｽﾃﾑ構成を示します。 

 

 

1.3.1  必要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 
 

・ 環境監視装置本体 

・ 環境監視装置本体を監視するための PC 

 

 

1.3.2  必要なｿﾌﾄｳｪｱ 
 

以下のソフトウェアを利用し、本装置の管理を行います。 
 

・ Java(※1) 
Web ブラウザから本装置を管理する場合に使用します。Java Web Start 機能または Java ア

プレット機能を使用して管理を行います。Java のバージョンは、Java7 以上を使用します。 
 
・ Web ブラウザ(※1) 
Web ブラウザから本装置の管理を行う場合に使用します。 
Internet Explorer を使用する場合は、Internet Explorer 8 以上を使用します。 

Java Web Start 機能を使用する場合は、Internet Explorer 以外の Web ブラウザ（Google 
Chrome、Firefox、Microsoft Edge）でも利用できます。 

Java アプレット機能を使用する場合は、Internet Explorer を使用します。 

 
・ ターミナルソフトウェア 
  本装置の 「設定用コネクタ」 とコンピュータ間を RS232C ケーブル（※2）を使い接続すること

でターミナル設定機能が利用できます。 
PC を使用の場合は、ハイパーターミナルやフリーウェアのターミナルソフトウェアを使用しま

す。 
 
（※１） 市販の RS232C クロスケーブル（９ピン）を使用します。 

 
・ Telnet クライアント・ソフトウェア 

本装置に Telnet 接続し、ターミナル設定機能を利用できます。 
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1.3.3  ﾈｯﾄﾜｰｸ環境条件 
 

・ 本装置用に IP ｱﾄﾞﾚｽを確保できること。（ﾈｯﾄﾜｰｸ経由で設定・制御を行う場合） 

 

 

（※1）Web ブラウザ、Java 使用時のご注意 

・Web 管理ツールを使用する場合 
Web 管理ツールを使用する場合は Java のインストールが必要です。 
Java は以下の URL から入手可能です。 

https://www.java.com/ 
Windows 用の Java をインストールする場合は、32 ビット版をインストールしてください。 

・Internet Explorer から Java アプレット機能を使用する場合 
Java アプレットが動作できるように Java プラグインを有効に設定してください。 

・Java Web Start 機能を使用する場合 
Java Web Start 機能は、Java アプレット用プログラムをアプリケーションとして起動する機能で

す。Oracle 社製の Java をインストールすると Java Web Start 機能が使用できます。（Java7 以

上を使用します。） 
Java Web Start 機能を使用した場合、Web ブラウザとは別ウィンドウで Web 管理ツールは表示さ

れますが、機能内容は Java アプレット機能を使用した場合と同じです。 

Web ツール使用時のネットワークポートの設定について 
Web ツールでは「30002／TCP」ポートを使用して、装置とネットワーク通信をおこないます。 
このポートが FireWall などで遮断されている場合は、このポートを使用できるようにしてからお使い

ください。 
また、NAT／IP マスカレードなどによりポート番号の変換が行われると、正しく通信ができませんの

で、ご注意ください。 

https://www.java.com/
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2.  初期設定 
 

 

2.1  ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽの設定 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸを介して本装置の設定・制御を行うために、本装置に IP ｱﾄﾞﾚｽを設定する必要があ

ります。（ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して本装置の設定・制御を行う場合は、IP ｱﾄﾞﾚｽを設定する必要は

ありません） 

 

出荷時のﾃﾞﾌｫﾙﾄの IP ｱﾄﾞﾚｽは 192．168．1．1 です。通常は設置する環境に対応した IP

ｱﾄﾞﾚｽに変更する必要があります。 

IP ｱﾄﾞﾚｽを変更するには、 

●LAN を介して変更する。 

●ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して変更する。 

の 2 通りの方法があります。 

LAN を介して変更する場合は Telnet 端末、Web ﾌﾞﾗｳｻﾞの何れかを利用します。 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して変更する場合はﾀｰﾐﾅﾙｿﾌﾄｳｪｱを利用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

既に 192.168.1.1 の IP ｱﾄﾞﾚｽを持つ装置がある場合は、

本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽの設定が済むまで、その装置は停止させ

てください。 

本装置（192.168.1.1）と LAN を介しての通信ができな

い環境の場合は、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して設定してください。 
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（１） LANを介して設定する場合 

 

Telnet 端末や Web ﾌﾞﾗｳｻﾞを利用する場合は、PC と本装置が TCP/IP ﾚﾍﾞﾙで通信できる

必要があります。 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸｾｸﾞﾒﾝﾄのｸﾗｽ設定などの理由により、設定用の PC が 192.168.1.1 の本装置と直

接通信できない場合は、本装置と通信できるように「（A）PC のﾈｯﾄﾜｰｸ環境の変更」に

示す操作から順次行なってください。 

 

192.168.1.1 の本装置と PC が直接通信できる場合は、「（B）本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽの変

更」に示す操作だけを行なってください。 

 

（注）以下の設定に関する説明には、Windows を使用した場合を例に説明しています。

UNIX 上で設定を行う場合、使用する UNIX のﾏﾆｭｱﾙを参照の上、ｺﾏﾝﾄﾞをお使いの環境に

置き換えて下さい。 

 

（A） PCのﾈｯﾄﾜｰｸ環境の変更 

 

PC のｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄｳｨﾝﾄﾞｳから以下のｺﾏﾝﾄﾞを実行してください。 

 

   route add 192.168.1.1 MASK 255.255.255.255  ＜PC の IP ｱﾄﾞﾚｽ＞ 

 

例）ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽが 172.30.1.10 の場合 

 

これで、本装置と通信ができるようになります。(本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽ設定後は、「（C）

PC のﾈｯﾄﾜｰｸ環境の変更」に示す操作を行ってください。) 

 

C:\WINNT>route add 192.168.1.1 MASK 255.255.255.255 172.30.1.10 

C:\WINNT> 
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（B） 本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽの変更 

 

Telnet や Web ﾌﾞﾗｳｻﾞを起動して本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを変更します。以下に Telnet によ

る IP ｱﾄﾞﾚｽ変更方法について示します。 

Web ﾌﾞﾗｳｻﾞによる操作方法については「3. Web 管理ﾂｰﾙの操作」を参照してください。 

 

① 「5.2 Telnet 端末」にしたがって Telnet を使用して、本装置と接続してください。

認証が完了すると以下に示すﾒｲﾝﾒﾆｭｰが表示されますので［1.Configuration］を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

② 基本設定ﾒﾆｭｰが表示されますので、[1.Network]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

Telnet 接続中に 1 分間操作が行われないと、本装置よりｾｯｼ

ｮﾝが解放されます。その場合は、再度認証からやり直してくだ

さい。 

 

  Main Menu 
1.Configuration 
2.Control 
3.Display 
4.DateTime 
5.Exit 
Agent>１ 

  Configuration Menu 
1.Network 
2.Account 
3.SNMP 
4.Mail Address 
5.NTP 
6.Unit Information 
7.Digital Input Setting 
8.Digital Output Setting 
9.Analog Input Setting 
10.Log Save Term 
1１.Exit 
Agent>1 



初期設定 

8 

③ 現在の Network の設定とﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾒﾆｭｰが表示されます。［1.IP Address］を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ DHCP を無効にする場合（IP ｱﾄﾞﾚｽ固定）は「1.Disable」、有効にする場合は「2.Enable」

を選択してください。なお、出荷時は DHCP が無効になっていますので、ﾘﾀｰﾝｷｰを押

下すれば、IP ｱﾄﾞﾚｽ入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを DHCP で割り当てる場合は、以下の方法で

ﾈｯﾄﾜｰｸ名が IP ｱﾄﾞﾚｽに変換できる必要があります。 

・本装置の MAC ｱﾄﾞﾚｽに対応した IP ｱﾄﾞﾚｽを DHCP ｻｰﾊﾞｰに登録

し、IP ｱﾄﾞﾚｽと対応するﾈｯﾄﾜｰｸ名を DNS ｻｰﾊﾞｰ、WINS ｻｰﾊﾞｰ、Hosts

ﾌｧｲﾙの何れかに登録する。 

Select DHCP Mode. 
1.Disable 
2.Enable 
Agent>1 
 
Input IP Address. 
Agent>172.30.1.35 
 
Input SubnetMask. 
Agent>255.255.255.0 
OK 

Network Information 
DHCP              :Disable 
Address             :192.168.1.1 
Subnet Mask        :255.255.255.0 
Router Address      :0.0.0.0 
DNS Server Address  :0.0.0.0 
SMTP   Address    :0.0.0.0 
SMTP   Port       :25 
E-Mail Address      :None 
  
1.IP Address 
2.Router Address 
3.DNS Server Address 
4.SMTP Address 
5.SMTP Port 
6.E-Mail Address 
7.Exit 
Agent>1 
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⑤ IP ｱﾄﾞﾚｽの設定後は、再度現在のﾈｯﾄﾜｰｸの設定とﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾒﾆｭｰが表示されますので、

IP ｱﾄﾞﾚｽが変更されていることを確認して[7.Exit]を選択してください。ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに

戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ﾒｲﾝﾒﾆｭｰにて [5.Exit]を選択してください。本装置と Telnet の通信が切断され、以

下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。通信が切断されてから本装置が再起動し、新しい IP ｱﾄﾞ

ﾚｽが有効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

環境監視装置の IP ｱﾄﾞﾚｽまたはｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを変更した場合は、

設定完了後に環境監視装置は再起動します。環境監視装置の再

起動にかかる時間はおよそ 30 秒程度です。 

この間は一切の設定、監視、制御が行なえません。 

Network Information 
DHCP            :Disable 
Address          :172.30.1.35 
Subnet Mask       :255.255.255.0 
Router Address     :0.0.0.0 
DNS Server Address  :0.0.0.0 
SMTP   Address     :0.0.0.0 
SMTP   Port       :25 
E-Mail Address     :None 
  
1.IP Address 
2.Router Address 
3.DNS Server Address 
4.SMTP Address 
5.SMTP Port 
6.E-Mail Address 
7.Exit 
Agent>7 

  Main Menu 
1.Configuration 
2.Control 
3.Display 
4.DateTime 
5.Exit 
Agent>5 
 
ホストとの接続が切断されました。 
 
C:> 
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（C） PCのﾈｯﾄﾜｰｸ環境の変更 

 

作業が終了した後は、PC のﾈｯﾄﾜｰｸ環境を元に戻します。 

 

PC のｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄｳｨﾝﾄﾞｳから以下のｺﾏﾝﾄﾞを実行してください。 

 

route delete 192.168.1.1 

 

 

 

（２） ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを介して設定する場合 

 

本装置の設定用ｺﾈｸﾀ（SETTING PORT）と PC を添付のｹｰﾌﾞﾙ、または、D-SUB9 ﾋﾟﾝのｸﾛｽｹｰﾌﾞ

ﾙで接続して、汎用のﾀｰﾐﾅﾙｿﾌﾄｳｪｱを利用して設定を行ないます。 

操作方法については「5.1 ｼﾘｱﾙ端末」の「5.1.6 基本設定ﾒﾆｭｰ（１） ﾈｯﾄﾜｰｸの設定」を

参照してください。 
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3.  Web 管理ﾂｰﾙの操作 
 

3.1  Web管理ﾂｰﾙの起動 

 

① Web ブラウザを起動します。 

② Web ブラウザの「アドレスバー」に本装置の IP アドレスを入れます。 

 

 

 

③ Web ブラウザに以下の画面が表示されます。（Internet Explorer 使用時の例） 

 

 

 

 

 

 

 

④ 以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置のアドレスが「172.30.1.76」の場合 

「ファイルを開く」を選びます。 

上図は Internet Explorer を使用した場合の表示です。 
Web ブラウザにより表示されるメッセージは異なります。 
“SyWebTool.jnlp”ファイルを開き、Web ツールを起動してください。 
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ｱｶｳﾝﾄ認証画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

ｱｶｳﾝﾄ Admin 20 － － 本装置用の「ｱｶｳﾝﾄ」を入力してください。 

大文字小文字を区別しません。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ Admin 20 － ○ 本装置用の「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」を入力してください。 

大文字小文字を区別します。 

[OK]ﾎﾞﾀﾝ － － － － ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、ﾕｰｻﾞｰ認証が行われ、管理者認証の確

認後にﾒｲﾝの画面に切り替わります。 

[ｷｬﾝｾﾙ]ﾎﾞﾀﾝ － － － － ｱｶｳﾝﾄ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力値をクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存した SyWebTool.jnlp ファイルを使用した Web 管理ツールの起動について 

上記③の画面から「保存」を選ぶと、SyWebTool.jnlp ファイルはコンピュータ上に保存され

ます。（Web ブラウザによっては、必ずファイル保存されるものがあります。） 
Windows の場合は、保存した SyWebTool.jnlp ファイルをエクスプローラからダブルクリック

すると、直接 Web 管理ツールを起動できます。 

SyWebTool.jnlp ファイルは、ファイル名（拡張子 jnlp を除く）を変更して使用することができ

ます。 
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＜情報＞ 起動時、セキュリティに関連するメッセージが表示される場合 

Web 管理ツールを起動する際、下記のメッセージが表示される場合があります。 
 
・「指定されたデバイス、パス、またはファイルにアクセスできません。アクセス許可がない可能性

があります。」 
・「現在のセキュリティ設定では、このファイルをダウンロードできません。」 
 
この場合は、Web ブラウザの「インターネット オプション」を開きます。 
「セキュリティ」タブの「セキュリティ設定を表示または変更するゾーンを選択してください。」から 
「信頼済みサイト」を選択します。 
「信頼済みサイト」に本装置のアドレスを登録します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報＞ Internet Explorer 使用時、「ダウンロードできない」と表示される場合 

Internet Explorer 11 より古いバージョンを使用している場合、下図のようなメッセージが表示され

ることがあります。以下を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
次に、Web ブラウザを閉じずに、「アドレスバー」に再度アドレスを入力し、実行します。 

OK ボタンをクリックし、
メッセージを閉じます。 

ｸﾘｯｸ 

本装置のアドレスを登録 
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Java アプレットを使用した Web 管理ツールの起動 

Internet Explorer を使用すると、Java アプレット機能を使い Web 管理ツールを起動できます。 
Web ブラウザのアドレスバーに以下のように入力します。 
例）IP アドレスが 172.30.1.76 の場合、以下を入力します。 
  http://172.30.1.76/index.html  （または http://172.30.1.76/index.htm） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起動時、「セキュリティ設定によってブロックされたアプリケーション」と表示される場合 
スタートメニューから「Java の構成」を選択し、 
右図の「Java コントロール・パネル」を 
表示します。 
「セキュリティ」の中の「例外サイト・リスト」に 
本装置のアドレスを登録します。 

ここでは「例外サイト・リスト」に 
本装置のアドレス（172.30.1.76）を 
登録しています。 
 
（注意） 
Java のバージョンにより、Java コントロ

ール・パネルの画面内容に違いがある

場合があります。 
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Java アプレットを使用した Web 管理ツールの起動 （続き） 

 
 
 
 
 

起動時、「この Web サイトアドオンは実行できませんでした」と表示される場合 
Web ブラウザの「インターネット オプション」を起動します。 
「セキュリティ」タブの「セキュリティ設定を表示または変更するゾーンを選択してください」から 
「信頼済みサイト」を選択します。 
「信頼済みサイト」に IT Monitor のアドレスを登録します。 

ｸﾘｯｸ 

IT Monitor のアドレスを登録 



Web 管理ツールの操作 

16 

 

3.2  Web管理ﾂｰﾙのﾒｲﾝ画面（ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示・制御画面） 

 

管理者認証後、下図の画面が表示されます。この画面は、本装置の接点信号状態、計測信

号状態をﾘｱﾙﾀｲﾑで表示します。また、制御出力を実行する画面です。 

   

ﾒｲﾝ画面（ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示・制御画面）の説明 

No 項目 説明 

① 日時 Web 管理ﾂｰﾙが動作しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀの時計情報が表示されま

す。 

② 画面切り替えﾎﾞﾀﾝ このﾎﾞﾀﾝで各種画面を切り替えます。 

③ 接点入力 設定した接点信号項目と、その信号の状態が表示されます。 

なお、接点ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定にて障害状態として定義された状態の場

合は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞが赤で表示されます。 

④ 制御出力 設定した制御項目と、制御の状態が表示されます。画面には、

現在実行できる制御ﾎﾞﾀﾝが有効表示されます。制御ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯ

ｸすると、制御出力を実行できます。 

⑤ 計測入力 設定した計測信号項目と、その信号の状態が数値とｸﾞﾗﾌで表示

されます。ｸﾞﾗﾌには、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定で設定した正常範囲（緑色）

が表示されます。なお、計測ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定にて逸脱監視を有効に

設定し、計測値が逸脱状態の場合は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞが赤で表示

されます。 

※③、④、⑤の表示部は、無効の CH に対しては、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞがｸﾞﾚｰで表示されます。 

① 
② 

③ 
④ 

⑤ 
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3.3  Web管理ﾂｰﾙの共通事項 

 

各画面のﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時の動作は以下のとおりです。 

 

（１） ［OK］ﾎﾞﾀﾝ 

画面内の内容が本装置に反映され、1 つ前の画面に移動します。 

 

（２） ［ｷｬﾝｾﾙ］ﾎﾞﾀﾝ 

画面内の内容が本装置には反映せずに、1 つ前の画面に戻ります。 

 

（３） [戻る]ﾎﾞﾀﾝ 

ﾒｲﾝ画面に戻ります。 

 

 

3.4  基本設定 

 

3.4.1  基本設定（ﾈｯﾄﾜｰｸ、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ、履歴保存間隔） 

 

ﾒｲﾝ画面の［基本設定］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表示されます。 

この画面では、本装置に関する情報を設定します。 

 



Web 管理ツールの操作 

18 

 

基本設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

IP ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.1.1 － － － 本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを DHCPで割り当てな

い場合は、IP ｱﾄﾞﾚｽを記述します。 

次ページの注意欄も参照してくださ

い。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 255.255.255.0 － － － 本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを DHCPで割り当てな

い場合は、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを記述します。 

次ページの注意欄も参照してくださ

い。 

設置場所 空白（未設定） 127 ○ ○ 本装置の情報を記述できます。 

ｺﾒﾝﾄ 空白（未設定） 127 ○ ○ 本装置の情報を記述できます。 

ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽの設定 － － － －  

 DHCP ｻｰﾊﾞから

の動的ｱﾄﾞﾚｽ 

無効 

 

－ － － 本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを DHCPで割り当てる

場合は、以下の方法でﾈｯﾄﾜｰｸ名が IP ｱ

ﾄﾞﾚｽに変換できる必要があります。 

・本装置の MAC ｱﾄﾞﾚｽに対応した IP ｱﾄﾞ

ﾚｽを DHCP ｻｰﾊﾞに登録し、IP ｱﾄﾞﾚｽと対

応するﾈｯﾄﾜｰｸ名を DNS ｻｰﾊﾞ、WINS ｻｰﾊﾞ、

Hosts ﾌｧｲﾙの何れかに登録する。 

固定ｱﾄﾞﾚｽ 有効 － － －  

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 0.0.0.0 － － － ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽを設定できます。 

本装置のﾈｯﾄﾜｰｸが固定ｱﾄﾞﾚｽで指定さ

れている場合だけ設定できます。 

DNS ｻｰﾊﾞ 0.0.0.0 － － － DNS ｻｰﾊﾞ使用時に DNS ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽを設定

できます。 

本装置のﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽが固定ｱﾄﾞﾚｽで指

定されている場合だけ設定できます。 

SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.0 － － － E-Mail 送信機能を利用する場合には、

SMTP ｻｰﾊﾞのｱﾄﾞﾚｽを設定する必要があ

ります。 

SMTP ｻｰﾊﾞﾎﾟｰﾄ 25 5 － － E-Mail 送信機能を利用する場合には、

SMTP ｻｰﾊﾞのﾎﾟｰﾄ番号を設定する必要

があります。 

E-Mail ｱﾄﾞﾚｽ なし 127 × × E-Mail 送信機能を利用する場合には、 

E-Mail 送信元ｱﾄﾞﾚｽ（本装置の E-Mail

ｱﾄﾞﾚｽ）を設定する必要があります。 

状態計測値履歴保

存間隔 

10 5 － － 0～65535（秒）の範囲で、本装置の接

点信号状態と計測値信号状態を履歴と

して保存する間隔を設定できます。 

0(秒)を設定すると、状態変化時のみ履

歴を保存します。 

SNMP 設定ﾎﾞﾀﾝ － － － － SNMP 設定画面へ移動します。 

ｱｶｳﾝﾄ設定ﾎﾞﾀﾝ － － － － ｱｶｳﾝﾄ設定画面へ移動します。 
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注意 

 

環境監視装置の IP ｱﾄﾞﾚｽまたはｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを変更した場合は、

設定完了後に環境監視装置は再起動します。環境監視装置の再

起動にかかる時間は 30 秒程度です。 

この間は一切の設定、監視、制御が行なえません。また、環

境監視装置を再起動した後は、必ず Web 管理ﾂｰﾙも再起動してく

ださい。 
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3.4.2  SNMPの設定 

 

基本設定画面の［SNMP 設定］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表示されます。 

この画面では、本装置の SNMP に関する設定を行います。 

 

 

 

 

 

SNMP 設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

ｺﾐｭﾆﾃｨ名 public 127 × × SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能を利用する場合は必須

です。 

SNMP のｺﾐｭﾆﾃｨ名を記述します。 

 

問い合わせ先 なし 127 ○ ○ SNMP の問い合わせ先を記述します。 

 

SNMP 動作 有効 － － － SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能を動作させたいとき有

効にします。 

 

ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽ なし － － － ﾄﾗｯﾌﾟ送信先のｱﾄﾞﾚｽを記述できます。 

最大 5 件までｱﾄﾞﾚｽを記述できます。 

SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能を利用する場合は、最低

1 件指定してください。 

 

SNMP ｱｸｾｽ制限 － － － － 本装置へ端末からのｱｸｾｽ制限条件を設定

できます。 
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 「全ての端末か

らの設定を許可

する」ﾎﾞﾀﾝ 

有効 － － － 本装置への情報参照、情報設定、制御が、

全ての端末から行える設定となります。 

「下記の端末か

らの設定を許可

する」ﾎﾞﾀﾝ 

無効 － － － 本装置への情報設定、制御が、ｱｸｾｽ許可し

た端末からのみに制限されます。 

情報の参照については制限がありません。 

 

SNMP ｱｸｾｽ許可端末 全ての端末 － － － SNMP ｱｸｾｽ制限で、「下記の端末からの設

定を許可する」を選択すると、本装置への

情報設定、制御を実行できる端末を設定で

きます。ここでｱﾄﾞﾚｽを設定しなかった端

末からも、情報の参照については制限なく

行えます。 

最大 5 件までｱﾄﾞﾚｽを記述できます。 
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3.4.3  ｱｶｳﾝﾄの設定 

 

基本設定画面の［ｱｶｳﾝﾄ設定］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと下図の画面が表示されます。 

 

 

 

ｱｶｳﾝﾄ設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

新しいｱｶｳﾝﾄ なし 20 × × LAN 経由で本装置の設定を行なう場合のﾕ

ｰｻﾞｰ名を設定します。 

半角英数字 1 文字以上 20 文字以内を指定

してください。 

新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ なし 20 × ○ LAN 経由で本装置の設定を行なう場合の

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定します。 

半角英数字 20 文字以内を指定してくださ

い。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞについては、大文字小文字を区別

します。 

新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの

確認 

なし 20 × ○ 確認のために再度新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力し

てください。 
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3.5  時計設定 

 

ﾒｲﾝ画面の［時計設定］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと下図の画面が表示されます。 

 

 

時計設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

値 

ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

「NTP を使用しない」

ﾎﾞﾀﾝ 

有効 － － － 本装置の時計を Web 管理ﾂｰﾙが動作してい

るｺﾝﾋﾟｭｰﾀの時計情報に合わせる場合に選

択します。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの時計が正しいことを

確認してから OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

「NTP を使用する」 

ﾎﾞﾀﾝ 

無効 － － － 本装置の時計を NTP ｻｰﾊﾞから自動取得す

る場合に選択します。 

時計設定周期 24 5 × × NTP を使用する場合のみ設定できます。設

定可能な範囲は 1～65535 です。 

ﾀｲﾑｱｳﾄ 10 5 × × NTP を使用する場合のみ設定できます。設

定可能な範囲は 1～65535 です。 

NTP ｻｰﾊﾞ名/ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.0 64 × × NTP を使用する場合のみ設定できます。 

 

直接時間を入力して時計を合わせたい場合は、ﾀｰﾐﾅﾙ機能（「5.1.9 時計設定ﾒﾆｭｰ」参照）

を使ってください。 
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3.6  ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

 

ﾒｲﾝ画面の［ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと下図の画面が表示されます。 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定は、接点情報設定／計測情報設定／制御情報設定の 3 つにわかれています。 

画面右上の設定画面切り替えﾎﾞﾀﾝを選択して、接点情報設定一覧／計測情報設定一覧／制

御情報設定一覧画面を切り替えます。 

 

 

 

設定画面切り替えﾎﾞﾀﾝ 
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3.6.1  接点情報の設定（一覧表示） 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定画面の設定画面切り替えﾎﾞﾀﾝの「接点情報」を選択すると、下図の画面が表示

されます。 

この画面には、本装置に設定されている接点情報（接点信号詳細設定画面で設定した内容）

が一覧表示されます。 

 

 

 

接点情報の設定（一覧表示）画面の説明 

No 項目 説明 

① 

 

接点情報 本装置に設定されている接点情報（接点信号詳細設定画面で設

定した内容）が一覧表示されます。 

接点信号が無効の CH は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞがｸﾞﾚｰで表示されます。 

② [設定]ﾎﾞﾀﾝ 任意の CH 行の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、接点信号詳細設定画

面へ移ります。 

 

① 
② 
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3.6.2  接点信号の詳細設定 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定の接点情報の設定一覧にて、任意の CH 行の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が

表示されます。（下図は CH1 の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸした場合の画面です。） 

この画面では、本装置のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号（接点信号）の詳細情報を設定します。 

 

 

 

接点信号詳細設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

「有効にする」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号の入力情報を

有効とするか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力

信号の入力情報を有効とする設定とな

ります。 

なお、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で使用している CH

を無効へ変更することはできません。 

接点信号名称 なし 32 ○ ○ 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号に、任意の名

称を設定します。 

例）ファン故障、扉開閉状態 

ON 名称 なし 8 ○ ○ 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号が ON 状態のと

きに表示したい名称を設定します。 

例）ON、発生、CLOSE 

OFF 名称 なし 8 ○ ○ 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号が OFF 状態の

ときに表示したい名称を設定します。 

例）OFF、復旧、OPEN 

障害状態 ON 側 － － － 障害状態を示す状態を ON側/OFF側/なし

の 3 つの中から選択し、設定します。 
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「E-mail を送信す

る」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号状態が変化し

たときに、E-mail 送信先に E-mail を送

信するか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、状態が変化したときに

E-mail 送信する設定となります。 

下記の注意欄も参照してください。 

「SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送

信する」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号状態が変化し

たときに、SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信するか否か

を設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、状態が変化したときに

SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信する設定となります。 

下記の注意欄も参照してください。 

 

 

 

 

注意 

 
E-mail 送信を行うためには、ここでの設定の他に、 

・E-mail 送信先の設定 
（「3.9 E-mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽの設定」参照） 

・本装置の E-mail ｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞﾎﾟｰﾄ番号の設定 

（「3.4.1 基本設定（ﾈｯﾄﾜｰｸ、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ、履歴保存間隔）参照） 
が必要です。 
 
SNMP ﾄﾗｯﾌﾟの送信を行うためには、ここでの設定の他に、 

・SNMP の設定 
（「3.4.2 SNMP の設定」参照） 

が必要です。 
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3.6.3  計測情報の設定（一覧表示） 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定画面の画面切り替えﾎﾞﾀﾝの「計測情報」を選択すると、下図の画面が表示され

ます。 

この画面には、本装置に設定されている計測情報（計測信号詳細設定画面で設定した内容）

が一覧表示されます。 

 

 

 

計測情報の設定（一覧表示）画面の説明 

No 項目 説明 

① 

 

計測情報 本装置に設定されている計測情報（計測信号詳細設定画面で設

定した内容）が一覧表示されます。 

計測信号が無効の CH は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞがｸﾞﾚｰで表示されます。 

② [設定]ﾎﾞﾀﾝ 任意の CH 行の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、計測信号詳細設定画

面へ移ります。 

 

① 

② 
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3.6.4  計測信号の詳細設定 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定の計測情報の設定一覧にて、任意の CH の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表

示されます。（下図は CH3 の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸした場合の画面です。） 

この画面では、本装置のｱﾅﾛｸﾞ入力信号（計測信号）の詳細情報を設定します。 

 

 

 

計測信号詳細設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

「有効にする」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号の入力情報を

有効とするか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力

信号の入力情報を有効とする設定とな

ります。 

ただし、CH1、CH2 については、固定で

「有効」と設定してあり、変更できま

せん。 

なお、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で使用している

CH を無効へ変更することはできませ

ん。 

入力ﾀｲﾌﾟ 4-20mA － － － 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号ﾀｲﾌﾟを設定し

ます。 

ただし、CH1、CH2 については、固定で

「0-4mA」と設定してあり、変更できま

せん。 
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計測信号名称 なし 32 ○ ○ 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号に、任意の名

称を設定します。 

ただし、CH1、CH2 については、固定で

「環境温度」、「湿度」に設定してあ

り、変更できません。 

単位 なし 8 ○ ○ 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号の単位を設定

します。 

ただし、CH1、CH2 については、変更で

きません。 

計測範囲 0～300 8 × × 選択 CH に接続するｱﾅﾛｸﾞ入力信号の計

測範囲を設定します。 

設 定 可 能 な 範 囲 は 、 － 99999.9 ～

99999.9 です。 

ここで設定した計測範囲は、計測値の

算出式と、ﾒｲﾝ画面（ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示・制御

画面）のｸﾞﾗﾌのｽｹｰﾙ、および、状態・

計測履歴表示のｽｹｰﾙに使用されます。 

ただし、CH1、CH2 については、変更で

きません。 

正常範囲 180～220 8 × × 選択 CH に接続するｱﾅﾛｸﾞ入力信号の正

常範囲を設定します。 

設 定 可 能 な 範 囲 は 、 － 99999.9 ～

99999.9 です。 

ここで設定した値は、計測値の逸脱監

視時に使用されます。 

「逸脱監視を行

う」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号が正常範囲の

逸脱監視を行うか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、正常範囲の逸脱監視

を行う設定となります。 

なお、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で使用している

CH は、逸脱監視を無効へ変更すること

はできません。 

上限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅 0 7 － － 正常範囲の上限を超え、逸脱状態にな

った後、逸脱状態から復旧する際に考

慮するﾋｽﾃﾘｼｽ幅を設定します。 

設定可能な範囲は、0～99999.9 です。 

下限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅 0 7 － － 正常範囲の下限を下回り、逸脱状態に

なった後、逸脱状態から復旧する際に

考慮するﾋｽﾃﾘｼｽ幅を設定します。 

設定可能な範囲は、0～99999.9 です。 
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「E-mail を送信

する」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号が正常範囲を

逸脱した場合に、 E-Mail 送信先に

E-Mail 送信をするか否かを設定しま

す。 

ﾁｪｯｸをつけると、ｱﾅﾛｸﾞ入力信号が正常

範囲を逸脱した場合に、E-Mail 送信す

る設定となります。 

逸脱監視を行わない設定となっている

場合には、E-Mail 送信の設定はできま

せん。 

下記の注意欄も参照してください。 

「SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送

信する」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸ

ｽ 

無効 － － － 選択 CH のｱﾅﾛｸﾞ入力信号が正常範囲を

逸脱した場合に、SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信す

るか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、ｱﾅﾛｸﾞ入力信号が正常

範囲を逸脱した場合に、SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを

送信する設定となります。 

逸脱監視を行わない設定となっている

場合には、SNMP ﾄﾗｯﾌﾟの設定はできま

せん。 

下記の注意欄も参照してください。 

 

 

 

 

注意 

 
E-mail 送信を行うためには、ここでの設定の他に、 

・E-mail 送信先の設定 
（「3.9 E-mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽの設定」参照） 

・本装置の E-mail ｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞﾎﾟｰﾄ番号の設定 

（「3.4.1 基本設定（ﾈｯﾄﾜｰｸ、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ、履歴保存間隔）参照） 
が必要です。 
 
SNMP ﾄﾗｯﾌﾟの送信を行うためには、ここでの設定の他に、 

・SNMP の設定 
（「3.4.2 SNMP の設定」参照） 

が必要です。 
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3.6.5  制御情報の設定（一覧表示） 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定画面の画面切り替えﾎﾞﾀﾝの「制御情報」を選択すると、下図の画面が表示され

ます。 

この画面には、本装置に設定されている制御情報（制御詳細設定画面で設定した内容）が

一覧表示されます。 

 

 

 

制御情報の設定（一覧表示）画面の説明 

No 項目 説明 

① 

 

制御情報 本装置に設定されている制御情報（制御詳細設定画面で設定し

た内容）が一覧表示されます。 

制御信号が無効の CH は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞがｸﾞﾚｰで表示されます。 

② [設定]ﾎﾞﾀﾝ 任意の CH 行の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、制御詳細設定画面へ

移ります。 

 

① 

② 
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3.6.6  制御の詳細設定 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定の制御情報の設定一覧から、任意の CH の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表

示されます。（下図は CH1 の[設定]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸした場合の画面です。） 

この画面では、本装置のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号（制御）の詳細情報を設定します。 

 

 

制御詳細設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

「有効にする」

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － 選択 CH の制御を有効とするか否かを設定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号（制御）

を有効とする設定となります。 

なお、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で使用している CH を無効へ

変更することはできません。 

制御項目 なし 32 ○ ○ 選択 CH のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号に、任意の名称を設定し

ます。 例）ドア鍵 

制御種別 － － － － 選択 CH の制御種別を、ﾊﾟﾙｽか連続のいずれかに設

定します。 

なお、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で使用している CH は、制御

属性を変更することはできません。 

 「ﾊﾟﾙｽ」 

ﾎﾞﾀﾝ 

有効 － － － 制御される側にﾗｯﾁ回路が設けられている場合な

どにこちらを選択します。 

 

「連続」 

ﾎﾞﾀﾝ 

無効 － － － 制御される側にﾗｯﾁ回路がない場合には、こちらを

選択します。 

制御実行時には、連続信号を出力します。 

ON 名称 なし 8 ○ ○ 選択 CH の制御種別を「連続」とした場合に、ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ出力信号を ON したと時に表示する名称を設定

します。 例）解錠 
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OFF 名称 なし 8 ○ ○ 選択 CH の制御種別を「連続」とした場合に、ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ出力信号を OFF した時に表示する名称を設定し

ます。 例）施錠 

ﾊﾟﾙｽ幅 1 3 － － 制御種別が「ﾊﾟﾙｽ」の場合、設定します。 

設定可能な範囲は、1～999 秒です。 
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3.7  状態・計測値履歴表示 

 

まず、ﾒｲﾝ画面の［表示］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示画面を表示します。次に、[状態・

計測値履歴]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表示されます。 

この画面では、本装置の状態信号と計測信号の履歴が表示されます。 

 

 

状態・計測値履歴表示画面の説明 

No 項目 説明 

① 状態信号表示と計測

信号表示 

本装置は、状態信号と計測信号の履歴情報を最新のﾃﾞｰﾀから最

大 1000 件を保持しています。 

状態信号表示と計測信号表示の表示部には、ｸﾞﾗﾌ上の現在位置

のﾃﾞｰﾀを中央に前後 1 件ずつのﾃﾞｰﾀを表示します。 

ｸﾞﾗﾌ上の現在位置は、水色の縦線の位置です。 

[状態・計測値履歴表示]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしたときは、ｸﾞﾗﾌ上の現在

位置が最終ﾃﾞｰﾀに位置付けられます。 

折れ線ｸﾞﾗﾌの任意の位置をｸﾘｯｸすることにより、その部分と前

後のﾃﾞｰﾀを接点信号表示、計測信号表示の部分に表示すること

ができます。 

② ｽｹｰﾙ選択 折れ線ｸﾞﾗﾌのｽｹｰﾙをどの計測信号 CH のｽｹｰﾙに合わせるか選択

します。 

各々のｽｹｰﾙは、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定の計測信号詳細設定にて設定した計

測範囲です。 

① 

② 

③ 

④ 
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③ 折れ線ｸﾞﾗﾌ 折れ線ｸﾞﾗﾌには、全履歴ﾃﾞｰﾀの内 100 件のﾃﾞｰﾀが表示されま

す。 

折れ線ｸﾞﾗﾌ下のｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰを操作すると、全履歴を参照すること

ができます。 

正常範囲は、赤線で表示されます。 

④ 「再読込み」ﾎﾞﾀﾝ 最新の状態・計測値履歴情報を読み込み、再表示します。 

状態・計測値履歴情報の更新による表示の自動更新は行われな

いので、必要に応じて再読込を行って下さい。 

 

 

 

情報 

履歴情報の保存間隔は任意に設定できます。 

「3.4.1 基本設定（ﾈｯﾄﾜｰｸ、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ、履歴保存間隔）」 

を参照してください。 
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3.8  ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示 

 

ﾒｲﾝ画面の［表示］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしたときに下図の画面が表示されます。 

本装置で発生したｲﾍﾞﾝﾄ（制御要求受付、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態変化、ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲逸脱発生／

復旧、設定変更、ﾒｰﾙ送信、ﾄﾗｯﾌﾟ送信など）を時系列に表示します。 

 

 

ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示画面の説明 

No 項目 説明 

① 種別 Inf：Information（情報） 

War：Warning（警告） 

Err：Error（異常） 

② ｲﾍﾞﾝﾄ名 付録 B 環境監視装置ｲﾍﾞﾝﾄ一覧を参照してください。 

③ 日時 ｲﾍﾞﾝﾄが発生した日時を表示します。 

④ 関連装置ｱﾄﾞﾚｽ 発生したｲﾍﾞﾝﾄに関連する装置のｱﾄﾞﾚｽを表示します。 

⑤ 詳細内容 付録 B 環境監視装置ｲﾍﾞﾝﾄ一覧を参照してください。 

⑥ [再読込み]ﾎﾞﾀﾝ 最新のｲﾍﾞﾝﾄ情報を読み込み、再表示します。 

ｲﾍﾞﾝﾄ発生による表示の自動更新は行わないので、必要に応じ

て再読込を行って下さい。 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ 
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3.9  E-mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽの設定 

 

ﾒｲﾝ画面の[E-mail ｱﾄﾞﾚｽ]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと下図の画面が表示されます。 

この画面では、本装置のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態変化時や、ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲逸脱発生／復旧などのｲ

ﾍﾞﾝﾄが発生した場合に、E-mail を送信する送信先ｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

 

 

 

E-mail を送信する送信先ｱﾄﾞﾚｽを設定してください。 

例）xxx＠yyy.co.jp 

注意 

 
E-mail 送信を行うためには、ここでの設定の他に、 

・本装置の E-mail ｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽの設定 
・SMTP ｻｰﾊﾞﾎﾟｰﾄ番号の設定 
（「3.4.1 基本設定（ﾈｯﾄﾜｰｸ、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ、履歴保存間隔）参照」 
 
・接点信号詳細設定（「3.6.2 接点信号の詳細設定」参照） 
・計測信号詳細設定（「3.6.4 計測信号の詳細設定」参照） 

が必要です。 
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3.10  ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の設定 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御とは、接点信号の状態変化、ならびに計測値の状態変化（逸脱状態の変化）

を検出した際に、自動的に実施される自動制御のことです。 

以降では、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の設定方法について説明します。 

 

3.10.1  ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御情報の設定（一覧表示） 

 

ﾒｲﾝ画面の［ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御設定］を選択すると、下図の画面が表示されます。 

この画面には、本装置に設定されているｲﾍﾞﾝﾄ連携制御情報（ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御詳細設定画面

で設定した内容）の概要が一覧表示されます。 

この画面を入り口として、新規ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の追加、既存ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の変更・削除、

ならびにｽｸﾘﾌﾟﾄﾃｽﾄを行います。 

 

 

① 

② 
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ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御情報の設定（一覧表示）画面の説明 

No 項目 説明 

① 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御一覧 本装置に設定されているｲﾍﾞﾝﾄ連携制御情報（ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御詳

細設定画面で設定した内容）の概要が一覧表示されます。 

「有効」の列は、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御が現在有効の場合、ﾁｪｯｸﾏｰｸ

が付きます。 

「制御区分」の列は、自装置に対する制御の場合は、「ﾛｰｶﾙ」

と表示され、他装置に対する制御の場合は「ﾘﾓｰﾄ」と表示され

ます。 

「使用 CH」の列は、ﾛｰｶﾙ制御の場合に使用している制御 CH の

番号が表示され、ﾘﾓｰﾄ制御の場合は「---」と表示されます。 

② 操作ﾎﾞﾀﾝ ［追加］

ﾎﾞﾀﾝ 

新規にｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を追加する場合に使用します。 

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、[ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御詳細設定]画面が表示され

ます。 

［変更］

ﾎﾞﾀﾝ 

既存のｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の設定内容を変更する場合に使用しま

す。 

変更したいｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を一覧上から選択後、本ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ

します。この操作により、[ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御詳細設定]画面が表

示されます。 

［削除］

ﾎﾞﾀﾝ 

既存のｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を削除する場合に使用します。 

削除したいｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を一覧上から選択後、本ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ

します。この操作により、[ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御削除確認]画面が表

示されます。 

［ｽｸﾘﾌﾟﾄ

ﾃｽﾄ］ﾎﾞﾀ

ﾝ 

既存のｲﾍﾞﾝﾄ連携制御のｽｸﾘﾌﾟﾄﾃｽﾄを実施する場合に使用しま

す。 

ﾃｽﾄしたいｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を一覧上から選択後、本ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ

します。この操作により、[ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御ｽｸﾘﾌﾟﾄ確認]画面が

表示されます。 

なお、本ﾎﾞﾀﾝははﾘﾓｰﾄ制御の場合のみ有効となります。 
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3.10.2  ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の詳細設定 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御一覧画面の［追加］ﾎﾞﾀﾝ、または［変更］ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、下図の画面が表示

されます。 

この画面では、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件ならびに制御内容を設定します。 

 

 

 

 

ﾘﾓｰﾄ制御を選択すると制御内容の表示が切り替わります 
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ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御詳細設定画面の説明 

項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

説明 

制御名 なし 32 ○ ○ ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御名称を設定します。ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御

名称は、ﾕﾆｰｸな名称を設定する必要があります。 

「有効とする」

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸあり 

（有効） 

－ － － 表示中のｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を有効とするか否かを設

定します。 

ﾁｪｯｸをつけると、有効の設定となります。 

制御区分 ﾛｰｶﾙ制御 － － － 自装置の制御出力を行う場合は「ﾛｰｶﾙ制御」を選

択し、他装置への制御要求を行う場合は「ﾘﾓｰﾄ」

制御を選択します。 

制御内容 

（ﾛｰｶﾙ制御 

の場合） 

     

 信号名 なし － － － 制御を行う制御信号を選択します。 

選択ﾘｽﾄには、全制御 CH の信号名が CH 番号と一緒

に表示されます。 

 

ﾘｽﾄ内容例） 

CH1:前ﾄﾞｱ鍵 

CH2：後ﾄﾞｱ鍵 

CH3: 

CH4: 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

CH8: 

 

なお CH 番号のみ表示されている選択肢は、制御名

称が未設定の項目です。 

制御 なし － － － 制御内容を選択します。 

選択ﾘｽﾄには、信号名で選択された制御 CH に該当

する ON名称／OFF名称が制御番号と一緒に表示さ

れます。 

 

ﾘｽﾄ内容例） 

1：施錠 

0：開錠 

 

制御番号は、「１」が ON 制御、「０」が OFF 制御

です。 

なお、ﾊﾟﾙｽ制御の場合は、選択ﾘｽﾄ内容は「ﾊﾟﾙｽ

制御」のみとなります。 

「ﾘﾊﾞｰｽ制

御も行う」

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

未選択 

（ﾁｪｯｸな

し） 

－ － － ﾘﾊﾞｰｽ制御を行うか否かを設定します。 

ﾘﾊﾞｰｽ制御とは、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件が

成立している状態から、未成立状態へ状態変化し

た際に、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御で指定されている制御と逆

の制御を行うことです。 

このため、制御 CH がﾊﾟﾙｽ制御の場合は、ﾘﾊﾞｰｽ制

御は行えません。 
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制御内容 

（ﾘﾓｰﾄ制御 

の場合） 

     

 制御装置 ENV(IT-Mo

nitor) 

－ － － 制御要求を送信する相手装置のﾀｲﾌﾟを選択しま

す。 

ENV(IT-Monitor)、MT、UPS の 3 つのなかからひと

つを選択します。 

IP ｱﾄﾞﾚｽ/ﾎ

ｽﾄ名 

なし 64 × × 制御要求を送信する相手装置のｱﾄﾞﾚｽを設定しま

す。 

ｱｶｳﾝﾄ  20 × × 制御要求を送信する相手装置の管理者ｱｶｳﾝﾄを設

定します。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ  20 × × 制御要求を送信する相手装置の管理者ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを

設定します。 

制御内容 制 御 装 置

に よ り 異

なる（説明

欄 の 注 1

に記載） 

 

－ － － 制御内容を設定します。 

 

 

注 1：装置別のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は以下の通りです。 

(1) ENV(IT-Monitor)の場合、「DO1、ON 制御」 

(2) MT の場合、「全出力、ON 制御」 

(3) UPS の場合、「全出力、ON 制御」 

［追加］ﾎﾞ

ﾀﾝ 

－ － － － 上記の制御装置～制御内容までを設定後、［追加］

ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸと、実行ｽｸﾘﾌﾟﾄの最終行にｺﾏﾝﾄﾞ内容が

追加されます。 

実行ｽｸﾘﾌﾟﾄ  512 ○ ○ 実際に実行されるｽｸﾘﾌﾟﾄ内容を設定します。 

直接ｷｰ入力することも可能ですが、［追加］ﾎﾞﾀﾝ

を使用した補助機能を利用したほうが、簡単に作

成できます。 

補助機能を使用した場合は、制御内容を記述した

ｺﾒﾝﾄ行と実行ｺﾏﾝﾄﾞ行が必ずﾍﾟｱでｽｸﾘﾌﾟﾄの最終行

に追加されます。 

ｺﾒﾝﾄ行は、行の先頭が#で始まる行です。 

制御実施条件      

 AND/OR 条

件 

すべて OR

条 件 と す

る 

－ － － 計測状態、接点状態で指定した状態をすべて OR

条件とするか、すべて AND 条件とするか設定しま

す。 

OR 条件と AND 条件の制御ｼｰｹﾝｽの違いは、「付録 

F ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御のｼｰｹﾝｽ例」を参照してくださ

い。 

 

計測状態 なし － － － 制御実施条件に指定したい計測 CH に対して、有効

ﾁｪｯｸをつけ、状態条件（逸脱または復旧）を設定

します。 

ただし、逸脱監視が無効となっている計測 CH を制

御実施条件に指定することはできません。 

 接点状態 なし － － － 制御実施条件に指定したい接点 CH に対して、有効

ﾁｪｯｸをつけ、状態条件（ON 状態または OFF 状態）

を設定します。 
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3.10.3  ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御のｼｰｹﾝｽと注意事項 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の代表的なｼｰｹﾝｽと注意事項を説明します。 

 

（１） 基本ｼｰｹﾝｽ１（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行わない場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 または接点 CH2 が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

（２） 基本ｼｰｹﾝｽ 2（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行う場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 または接点 CH2 が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する。」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

ON 

ON 

(A)接点 CH1 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）本ケースのように接点 CH２が ON に変化しても、再度制御 CH１ 

に対して制御を出すことはない。 

（C）制御 CH1 を自動で OFF 制御することはない。 

ON 

ON 

(A)接点 CH1 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）本ケースのように接点 CH２が ON に変化しても、再度制御 CH１ 

に対して制御を出すことはない。 

（C）実施条件成立状態から不成立の状態に変化したら、ﾘﾊﾞｰｽ制御を 

行う。 

ON 

ON 

OFF 
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（３） 基本ｼｰｹﾝｽ 3（ﾘﾓｰﾄ制御で失敗した場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 が ON になったら、ﾈｯﾄﾜｰｸ上に存在する他の 2 台の環境監視装置に対して、 

制御 CH1 を ON 制御する」 

 

自装置接点 CH1 

 

装置 A 制御 CH1 

 

装置 B 制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

（４） ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を使用する際の注意事項 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御では、永久ﾙｰﾌﾟを引き起こす設定、配線は絶対に行わないでください。 

例えば、2 台の環境監視装置を使用して永久ﾙｰﾌﾟを引き起こす設定や、自装置の制御出力

を自装置の接点入力にﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸさせる配線により、永久ﾙｰﾌﾟを引き起こす設定は、決して行

わないでください。 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を使用する場合は、計測・接点・制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀの変更は必ず WEB ﾌﾞﾗｳｻﾞから実

施してください。ﾀｰﾐﾅﾙからﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更を行うと、正しい制御が行えません。 

ON 

ON 

(A)接点 CH1 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、ｽｸﾘﾌﾟﾄに記述されている順番に、制御を実施する。 

（B）本ケースのように装置 A に対して、制御出力が成功した場合 

は、装置 B の制御を実施する。 

（装置 A への制御に失敗した場合は、以降の制御は中止する） 

ON 
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4.  SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能を利用した管理 
 

4.1.1  概要 

 

本装置は SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ機能（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB）をサﾎﾟｰﾄしています。 

添付 FD のﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB を、SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬにて読み込むと、本装置の状態監視、および設定、

制御ができます。 

ﾄﾗｯﾌﾟ先の指定やｺﾐｭﾆﾃｨの設定などは、Web 管理ﾂｰﾙやﾀｰﾐﾅﾙ機能を使って行ないます。 

出荷状態では全ての SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬからのｱｸｾｽを受け付けますが、ｾｷｭﾘﾃｨを向上するために、

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬのｱﾄﾞﾚｽを制限することもできます。これにより、管理者以外の不正なｺﾝﾋﾟｭｰﾀか

らのｱｸｾｽを防ぐことができます。 

 

 

4.1.2  本装置の SNMPに関する設定 

 

（１） Web 管理ﾂｰﾙやﾀｰﾐﾅﾙ機能を使って本装置の SNMP に関する各種設定を行うことができ

ます。設定方法については「3.4.2 SNMP の設定」、または、「5.1.6 基本設定ﾒﾆｭｰ」の

「（３）SNMP の設定」を参照してください。 

 

 

4.1.3  制約 

 

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬからは、SNMP の設定、ﾈｯﾄﾜｰｸの設定、時刻設定、ｱｶｳﾝﾄの変更、状態・計測値

履歴表示、ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御設定を行うことができません。 

情報の参照、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定や、出力制御は行えます。 

 

 

4.1.4  ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB について 

 

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB は、添付 FD にあります。 

内容については、付録 C 環境監視装置ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB一覧と、付録 D 環境監視装置 TRAP

一覧を参照してください。 
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5.  ﾀｰﾐﾅﾙ機能を利用した管理 
 

5.1  ｼﾘｱﾙ端末 

 

5.1.1  概要 

 

本装置の管理者ｱｶｳﾝﾄ情報を忘れてしまった場合や、ﾈｯﾄﾜｰｸ環境の都合により出荷時の IP

ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.1.1 と通信できない場合などは、PC 標準のﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙなどの端末ｿﾌﾄｳｪｱを利

用して設定、制御、および動作状況の確認を行ないます。接続方法としては、添付のｹｰﾌﾞﾙ、

または市販の D-SUB9 ﾋﾟﾝのｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙで、本装置の設定用ｺﾈｸﾀと PC を接続します。 

 

5.1.2  制約 

 

ｼﾘｱﾙ端末からは、全ての設定、参照および制御が行えます。ただし、状態・計測値履歴表

示、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御設定は行えません。また、信号名称などの設定時に 2 ﾊﾞｲﾄ文字（漢字）が

設定できません。 

ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御を使用する場合は、計測・接点・制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定は必ず WEB ﾌﾞﾗｳｻﾞから実

施してください。ﾀｰﾐﾅﾙからﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更を行うと、正しい制御が行えません。 

設定項目の制限については、付録 A 設定項目一覧を参照してください。 

 

5.1.3  ｼﾘｱﾙ端末の起動 

 

ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙを使用した場合を例に、ｼﾘｱﾙ端末の起動方法を示します。 

 

（１） ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙを起動します。 

Windows ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰ／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ／・・・／「ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ」を選択します。 

 

（２） 主な設定を行います。 

（A） 通信ﾎﾟｰﾄ 

・伝送速度： 9600bps 

・ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長： 8 ﾋﾞｯﾄ 

・ﾊﾟﾘﾃｨ： なし 

・ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

・ﾌﾛｰ制御： なし 
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ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ（ﾎﾟｰﾄ設定）画面 

 

（B） 文字変換 

①  送信時 

・行末に改行文字を付けない。 

・ﾛｰｶﾙｴｺｰしない。 

②  受信時 

・受信ﾃﾞｰﾀに改行文字を付けない。 

 

ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ（ASCII 設定）画面 
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（３） ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙの画面上にカーソルを移動し、何らかのｷｰを押下します。本装置と接続できてい

れば、ﾒﾆｭｰが表示されます。 

 

 

 

（４） 5.1.5 ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ以下の説明に従って、設定、参照、制御を行ってください。 

 

 

5.1.4  特殊ｷｰの取り扱い 

 

ESC：1 つ前のﾒﾆｭｰに戻ります。 

BS：1 文字戻ります。 
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5.1.5  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 
 

本装置の設定用ｺﾈｸﾀと PC を接続後、PC のｼﾘｱﾙ端末画面にてなんらかのｷｰを押下すると本

装置との接続が確認できます。本装置と接続されると以下のようなﾒﾆｭｰが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ（Main Menu）の説明 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 内容／サブﾒﾆｭｰ 参照ページ 

1.Configuration 基本設定ﾒﾆｭｰを表示します。 52 

 

 

 

 

1.Network 

2.Account 

3.SNMP 

4.Mail Address 

5.NTP 

6.Unit Information 

7.Digital Input Setting 

8.Digital Output Setting  

9.Analog Input Setting 

10.Log Save Term 

11.Exit 

53 

55 

56 

61 

 

64 

66 

70 

74 

79 

2.Contorol 制御ﾒﾆｭｰを表示します。 80 

3.Display 表示ﾒﾆｭｰを表示します。 82 

 

 

 

1.Condition / Measuring Value 

2.Unit Information 

3.Event Log 

4.Exit 

83 

83 

84 

4.DateTime 本装置の時計を設定します。 85 

5.Exit 端末による操作を終了します。  

 

 

 
  Main Menu 
1.Configuration 
2.Control 
3.Display 
4.DateTime 
5.Exit 
Agent> 
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ﾒﾆｭｰ項目のｼｰｹﾝｽを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Main Menu 
1.Configuration 
2.Control 
3.Display 
4.DateTime 
5.Exit 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 

Configuration Menu 
1.Network 
2.Account 
3.SNMP  
4.Mail Address 
5.NTP 
6.Unit Information  
7.Digital Input Setting 
8.Digital Output Setting 
9.Analog Input Setting 
10.Log Save Term 
11.Exit 

Digital Output Information 
  ・ 
 ・ 
Select NO. 
Agent> 
 

Display Menu 
1.Condition/ Measuring Value 
2.Unit Information 
3.Event Log 
4.Exit 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ 

1.基本設定 
2.制御 
3.表示 
4.時計設定 
5.端末による操作終了 

1.ﾈｯﾄﾜｰｸ 
2.ｱｶｳﾝﾄ情報 
3.SNMP 設定 
4.E-Mail 送信先設定 
5.NTP 情報設定 
6.ﾕﾆｯﾄ情報 
7.ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力設定 
8.ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力設定 
9.ｱﾅﾛｸﾞ入力設定 
10.状態履歴保存周期設定 

制御ﾁｬﾝﾈﾙの入力 

1.状態情報/計測値表示 
2.装置情報表示 
3.ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ表示 

Now DateTime・・・ 
Input DateTime. 
Agent> 

時計の入力 

1.基本設定(P52) 

2.制御(P80) 

3.表示(P82) 

4.時計設定(P85) 
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5.1.6  基本設定ﾒﾆｭｰ 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰにて[1.Configuration]を選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

このﾒﾆｭｰから本装置の全ての設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本設定ﾒﾆｭｰ（Configuration Menu）の説明 

ﾒﾆｭｰ 説明 参照ページ 

1.Network 本装置を LAN 接続するために必要なｱﾄﾞﾚｽの

設定をします。 
53 

2.Account LAN 経由で本装置の設定を行なう場合のﾕｰ

ｻﾞｰ名およびﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定します。 
55 

3.SNMP SNMP による制御に関する 56 

4.Mail Address E-Mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽを設定します。 61 

5.NTP NTP 情報を設定します。  

6.Unit Information 装置の設置場所とｺﾒﾝﾄを設定します。 64 

7.Digital Input Setting ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号の設定をします。 66 

8.Digital Output Setting ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の設定をします。 70 

9.Analog Input Setting ｱﾅﾛｸﾞ入力設定信号の設定をします。 74 

10.Log Save Term 状態履歴の保存周期を設定します。 79 

11.Exit ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。  

 

 

 
 Configuration Menu 
1.Network 
2.Account 
3.SNMP  
4.Mail Address 
5.NTP 
6.Unit Information  
7.Digital Input Setting 

8.Digital Output Setting 
9.Analog Input Setting 
10.Log Save Term 
11.Exit 
Agent> 
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（１）  ﾈｯﾄﾜｰｸの設定 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸ情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［1.Network］を選択すると、現在のﾈｯﾄﾜｰｸの設

定内容が表示され、続いてﾈｯﾄﾜｰｸﾒﾆｭｰが表示されます。設定したい項目番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①にて［1.IP Address］を選択すると、IP ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

まず DHCP を有効とするか否かを設定します。DHCP を無効にする場合（IP ｱﾄﾞﾚｽ固定）

は「1.Disable」、有効にする場合は「2.Enable」を選択してください。DHCP を無効と

した場合には、続いて、本装置の IP ｱﾄﾞﾚｽとｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

Select DHCP Mode. 
1.Disable 
2.Enable 
Agent>1 
 
Input IP Address. 
Agent>172.30.1.35 
 
Input SubnetMask. 
Agent>255.255.255.0 
OK 

Network Information 
DHCP               :Disable 
Address            :192.168.1.1 
Subnet Mask        :255.255.255.0 
Router Address     :192.168.1.254 
DNSServer Address  :192.168.1.243 
SMTP Address       :192.168.1.9 
SMTP Port          :25 
Mail Address     :None 
 
1.IP Address 
2.Router Address  
3.DNS Server Address 
4.SMTP Address 
5.SMTP Port 
6.E-Mail Address 
7.Exit 
Agent>１ 

現在のﾈｯﾄﾜｰｸの設定内容 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾒﾆｭｰ 
1.IP ｱﾄﾞﾚｽ(ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ) 
2.ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
3.DNS ｻｰﾊﾞ  
4.SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ 
5.SMTP ｻｰﾊﾞﾎﾟｰﾄ 
6.E-Mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽ 
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③ ①にて［2.Router Address］を選択すると、ﾙｰﾀｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

使用しない場合は 0.0.0.0 を指定してください。 

 

 

DHCP から取得できた場合、現在の設定は更新されます。 

尚、IP ｱﾄﾞﾚｽの設定で DHCP を有効（Enable）とした場合は、設定の必要はありません。 

 

④ ①にて［3.DNS Server Address］を選択すると、DNS ｻｰﾊﾞ-ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになりま

す。 

使用しない場合は 0.0.0.0 を指定してください。 

 

 

DHCP から取得できた場合、現在の設定は更新されます。 

尚、IP ｱﾄﾞﾚｽの設定で DHCP を有効（Enable）とした場合は、設定の必要はありません。 

 

⑤ ①にて［4.SMTP Address］を選択すると、SMTP ｻｰﾊﾞ-ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。本

装置の属しているﾈｯﾄﾜｰｸのﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力してください。 

使用しない場合は 0.0.0.0 を指定してください。 

 

 

 

⑥ ①にて［5.SMTP Port］を選択すると、SMTP 用のﾎﾟｰﾄ番号の入力ﾓｰﾄﾞになります。本

装置の属しているﾈｯﾄﾜｰｸのﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの、SMTP 用のﾎﾟｰﾄ番号を入力してください。 

 

 

 

 

⑦ ①にて［6.E-Mail Address］を選択すると、本装置の E-Mail ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになり

ます。本装置の E-Mail ｱﾄﾞﾚｽを入力してください。 

 

 

 

Input Router Address. 

Agent>192.168.1.25 

Input DNS Server Address. 
Agent>192.168.1.243 

Input SMTP Address. 
Agent>192.168.1.9 
 

Input SMTP Port. 
Agent>25 
 

Input E-Mail Address. 
Agent>aaa@bbb.ccc.ddd 
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（２） ｱｶｳﾝﾄの設定 

 

ｱｶｳﾝﾄの設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［2.Account］を選択すると現在のｱｶｳﾝﾄの設定内

容が表示され、続いてｱｶｳﾝﾄの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

LAN 経由で本装置の設定を行なう場合のﾕｰｻﾞｰ名を、半角英数字 1 文字以上 20 文字以

内で指定してください。 

 

 

 

 

 

 

②  ｱｶｳﾝﾄに続いて、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの確認入力が促されます。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは半角英数字 20 文字以内を指定してください。 

なおﾊﾟｽﾜｰﾄﾞについては、大文字小文字を区別します。 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの確認入力は、画面にｴｺｰﾊﾞｯｸされません。 

正しく入力された場合は、「OK」が表示されます。 

 

Account Information 
User Name：Admin 
Password：*************** 
 
Input User Name. 
Agent>NewAdmin 

Input User Name. 
Agent>NewAdmin 
 
Input Password. 
Agent>********** 
 
Input Password Again. 
Agent>********** 
OK 
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（３） SNMPの設定 

 

SNMP の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［3.SNMP］を選択すると現在の設定内容が表示さ

れ、続いて設定ﾒﾆｭｰが表示されます。設定したい情報のﾒﾆｭｰ番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①にて［1.SNMP Agent］を選択すると、SNMP 動作有無の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

［1.Enable］を選択すると、SNMP の動作が有効になります。［2.Disable］を選択す

ると、SNMP の動作は無効になります。いずれかを選択してください。 

 

 

 

Input User Name. 
SNMP Infomation 
SNMP Agent         : Enable 
Community          : public 
Trap Address      :1.NONE 

2.NONE 
3.NONE 
4.NONE 
5.NONE 

Access Limitation  : Disable 
Access Address     :1.NONE 

2.NONE 
3.NONE 
4.NONE 
5.NONE 

 
1.SNMP Agent 
2.Community 
3.Trap Address 
4.Access Limitation 
5.Access Address 
Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
Agent>1 

現在の SNMP の設定内容 

SNMP 設定ﾒﾆｭｰ 
1.SNMP 動作 
2.ｺﾐｭﾆﾃｨ名 
3.ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽ 
4.ｱｸｾｽ制限 
5.ｱｸｾｽ可能ｱﾄﾞﾚｽ 
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③ ①にて［2.Community］を選択すると、ｺﾐｭﾆﾃｨ名の入力ﾓｰﾄﾞになります。SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

機能を利用する場合は必須です。SNMP のｺﾐｭﾆﾃｨ名を入力してください。 

 

 

 

④ ①にて［3.Trap Address］を選択すると、編集ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Add]を選択すると、ﾄﾗｯﾌﾟ送信先を追加します。 

[2.Delete]を選択すると、設定されている任意のﾄﾗｯﾌﾟ送信先を削除します。 

処理番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

⑤ ④にて［1.Add］を選択すると、ﾄﾗｯﾌﾟ先ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

ﾄﾗｯﾌﾟ先ｱﾄﾞﾚｽは、5 件まで登録できます。 

 

 

Input Community 
Agent>public 

Select No. 
1.Add 
2.Delete 
3.Exit 
Agent>1 

Input Trap Address. 
Agent>172.30.x.x 
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⑥ ④で［2.Delete］を選択すると、番号の入力がうながされます。 

ﾄﾗｯﾌﾟ送信先から削除したいｱﾄﾞﾚｽの番号を選び、番号を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ①にて［4.Access Limitation］を選択すると、SNMP ｱｸｾｽ制限の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

［1.Enable］を選択すると、全ての端末からのｱｸｾｽが許可されます。 

［2.Disable］を選択すると、指定した端末からのみｱｸｾｽが許可されます。 

 

 

 

 

Input Trap Address. 
SNMP Infomation 
SNMP Agent        : Enable 
Community         : public 
Trap Address       :1.172.30.x.x 
                    2.NONE 
                    3.NONE 
                    4.NONE 
                    5.NONE 
          
 
 
 
1.SNMP Agent 
2.Community 
3.Trap Address 
4.Access Limitation 
5.Access Address 
6.Exit 
Agent>3 
 
Select No. 
1.Add 
2.Delete 
3.Exit 
Agent>2 
 
Select No. 
Agent>1 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
3.Exit 
Agent>1 

この番号を選択 
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⑧ ①にて［5.Access Address］を選択すると、編集ﾒﾆｭｰが表示されます。 

⑦にて［1.Enable］を選択した場合は、設定の必要はありません。 

[1.Add]を選択すると、ｱｸｾｽ許可する端末の追加をします。 

[2.Delete]を選択すると、設定されている任意のｱｸｾｽ許可する端末を削除します。 

処理番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

⑨ ⑧にて［1.Add］を選択すると、ｱｸｾｽ許可端末のｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。ｱﾄﾞﾚｽ

は、5 件まで登録できます。 

 

 

Select No. 
1.Add 
2.Delete 
3.Exit 
Agent>1 
 

Input Access Address. 
Agent>172.30.x.x 
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⑩ ⑧にて［2.Delete］を選択すると、番号の入力がうながされます。 

ｱｸｾｽ許可端末のｱﾄﾞﾚｽの一覧から該当する番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ ②～⑩各設定後は、設定内容が表示されますので、入力した内容が正しく登録されて

いることを確認してください。 

Input Access Address. 
Agent> 
SNMP Infomation 
SNMP Agent        : Enable 
Community         : 
Trap Address       :1.aaa 
                    2.NONE 
                    3.NONE 
                    4.NONE 
                    5.NONE 
 
 
 
 
1.SNMP Agent 
2.Community 
3.Trap Address 
4.Access Limitation 
5.Access Address 
6.Exit 
Agent>5 
 
Select No. 
1.Add 
2.Delete 
3.Exit 
Agent>2 
 
Select No. 
Agent>1 
 

この番号を選択 
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（４） E-Mail送信先ｱﾄﾞﾚｽの設定 

 

E-Mail 送信先ｱﾄﾞﾚｽの設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの[4.Mail Address]を選択すると現在の設定内容が

表示され、続いて設定ﾒﾆｭｰが E-Mail送信先設定番号の入力をうながすﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

[1.Add]を選択すると、E-Mail送信先を追加します。 

[2.Delete]を選択すると、設定されている任意の E-Mail送信先を削除します。 

処理番号を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  ①にて[1.Add]を選択すると、E-Mail送信先ｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

③  ①にて[2.Delete]を選択すると、E-Mail送信先ｱﾄﾞﾚｽを削除する番号の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

④  各入力後は、設定内容が表示されますので、入力情報が正しく登録されていることを確認してく

ださい。 

 

E-Mail Address 
1:aaa@bbb.co.jp 
2:bbb@ccc.co.jp 
3:None 
4:None 
5:None 
 
  Select No. 
1.Add 
2.Delete 
3.Exit 
Agent>1 

Input E-Mail Address. 
Agent>ccc@ddd.co.jp 
OK 

Select E-Mail Address No. 
Agent>1 
OK 

現在の E-Mail 送信先設定内容 
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（５） NTP情報の設定 

 

NTP 情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［5.NTP］を選択すると現在の設定内容が表示さ

れ、続いて設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.NTP Service]を選択すると、NTP の使用有無を設定できます。 

[2.Interval]を選択すると、時計設定周期を設定できます。 

[3.Timeout]を選択すると、ﾀｲﾑｱｳﾄ時間を設定できます。 

[4.NTP Server Address]を選択すると、NTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽを設定できます。 

処理番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①にて［1.NTP Service］を選択すると、NTP の使用有無の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

③ ①にて［2.Interval］を選択すると、時計設定周期（時間）の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

  1～65535 の範囲で設定してください。 

 

 

 

NTP Information 
NTP Service:Enable 
Interval   :24(hour) 
Timeout    :10(Sec) 
NTP Server Address:0.0.0.0 
 
1.NTP Service 
2.Interval 
3.Timeout 
4.NTP Server Address 
5.Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
3.Exit 
Agent>1 

Input Interval. 
Agent>24 
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④ ①にて［3.Timeout］を選択すると、ﾀｲﾑｱｳﾄ時間（秒）の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

  1～65535 の範囲で設定してください。 

 

 

 

 

⑤ ①にて［4.NTP Server Address］を選択すると、NTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

⑥ 各入力後は、設定内容が表示されますので、入力情報が正しく登録されていることを

確認してください。 

 

Input Timeout. 
Agent>10 

 

Input NTP Server Address. 
Agent>192168.xxx.yyy 
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（６） 環境監視装置情報の設定 

 

環境監視装置情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［6.Unit Information］を選択すると現在の設定

内容が表示され、続いて設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Location]を選択すると、本装置の設置場所情報を設定できます。 

[2.Comment]を選択すると、本装置に関するｺﾒﾝﾄを設定できます。 

[3.TimeZone]を選択すると、本装置に関するタイムゾーンを設定できます。 

処理番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①にて［1.Location］を選択すると、設置場所の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

③ ①にて［2.Comment］を選択すると、ｺﾒﾝﾄの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

Unit Information 
Location: 
Comment : 
Timezone: 
 
1.Location 
2.Comment 
3.TimeZone 
4.Exit 
Agent>1 

Input Location. 
Agent>2F Labo 

Input Comment. 
Agent>ForTestEnv 
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④ ①にて［3.TimeZone］を選択すると、タイムゾーンの入力ﾓｰﾄﾞになります。 

   

 

 

 

⑤ 各入力後は、設定内容が表示されますので、入力情報が正しく登録されていることを

確認してください。 

 

注）タイムゾーン：グリニッジ標準時刻からの時差。 

 

 

Input TimeZone. 
Agent>08:00 
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（７） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力情報の設定 

 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［7.Digital Input Setting］を選択すると、ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ入力情報設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Digital Input Name]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号の名称関連の設定ができます。 

[2.Digital Input Condition]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号の有効無効などの設定

ができます。 

 

 

 

 

 

②  ①にて[1.Digital Input Name]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力情報の名称の設定内容が表示され、続

いて番号の入力がうながされます。名称変更したい信号の No.を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Digital Input Menu 
1.Digital Input Name 
2.Digital Input Condition 
3.Exit 
Agent＞1 

Digital Input Name Information 
No. Name                        Name(ON)  Name(OFF) 
-------------------------------------------------------- 
1.               ファン故障     発生     復旧 
2.               前ドア開閉      開      閉 
3.                              ON      OFF 
4.                              ON      OFF 
5.                              ON      OFF 
6.                              ON      OFF 
7.                              ON      OFF 
8.                              ON      OFF 
-------------------------------------------------------- 
Select No. 
Agent>3 
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③  ①にて 1～8のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号のいずれかを選択すると、次の名称設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Name]を選択すると、選択した信号を指す名称の設定に移ります。 

[2.Name(ON)]を選択すると、選択した信号の ON 状態を指す名称の設定に移ります。 

[3.Name(OFF)]を選択すると、選択した信号の OFF 状態を指す名称の設定に移ります。 

 

 

 

 

 

 

④  ③で 1～3のいずれかを選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号名称／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力 ON名称／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力 OFF

名称の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

⑤  各入力後は、入力情報が正しく登録されていることを確認してください。 

 

⑥  ①にて[2.Digital Input Condition]を選択すると、現在のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力情報の設定内容が表示さ

れ、続いて番号の入力がうながされます。情報を変更したい信号の No.を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Input Name. 
Agent>Dor-Open 
OK 

Digital Input Condition Information 
No.    Name        Attrib   Mail    Trap   Alarm 
---------------------------------------------------------- 
1.     ファン故障  Enable   Disable  Disable   ON 
2.     前ドア開閉  Enable   Disable  Disable   ON 
3.     後ドア開閉  Enable   Enable   Enable    ON 
4.                Disable   Disable  Disable   ON 
5.                Disable   Disable  Disable   ON 
6.                Disable   Disable  Disable   ON 
7.                Disable   Disable  Disable   ON 
8.                Disable   Disable  Disable   ON 
---------------------------------------------------------- 
Select No. 
Agent>1 

  Digital Input Name Menu 
1.Name 
2.Name(ON) 
3.Name(OFF) 
4.Exit 
Agent>1 
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⑦  ⑥にて 1～8のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号のいずれかを選択すると、次のﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Attrib]を選択すると、信号の有効／無効の設定に移ります。 

[2.Mail]を選択すると、信号の状態が変化したときの E-Mail 送信有無の設定に移り

ます。 

[3.Trap]を選択すると、信号の状態が変化したときの SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ送信有無の設定に移

ります。 

[4.Alarm]を選択すると、障害状態を示す接点入力状態の設定に移ります。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧  ⑦にて 1～3のいずれかを選択すると、3つのﾒﾆｭｰ各々についての有効／無効の設定ﾓｰﾄﾞになりま

す。 

[1.Enable]を選択すると、（信号／E-Mail送信／ﾄﾗｯﾌﾟ送信が）有効に設定されます。 

[2.Disable]を選択すると、（信号／E-Mail 送信／ﾄﾗｯﾌﾟ送信が）無効に設定されま

す。 

 

 

 

 

 

⑨  ⑦にて 4を選択すると、障害状態を示す接点入力状態の設定ﾓｰﾄﾞになります。 

[1.OFF]を選択すると、OFF 状態＝障害状態として設定します。 

[2.ON]を選択すると、ON 状態＝障害状態として設定します。 

[3.NONE]を選択すると、障害状態なしとして設定されます。 

 

 

 

 

  Digital Input Condition Menu 
1.Attrib 
2.Mail 
3.Trap 
4.Alarm 
5.Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
3.Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.OFF 
2.ON 
3.NONE 
4.Exit 
Agent>1 
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⑩  各入力後は、入力情報が正しく登録されていることを確認してください。 
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（８） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力情報の設定 

 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［8.Digital Output Setting］を選択すると、ﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙ入力情報設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Digital Output Name]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の名称関連の設定ができま

す。[2.Digital Output Condition]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の有効無効などの

設定ができます。 

設定ﾒﾆｭｰを選択してください。 

 

 

 

 

 

②  ①にて[1.Digital Output Name]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力情報の名称の設定内容が表示され、

続いて番号の入力がうながされます。名称変更したい信号の No.を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Digital Output Menu 
1.Digital Output Name 
2.Digital Output Condition 
3.Exit 
Agent＞1 

Digital Output Name Information 
No. Name                  Name(OFF)  Name(ON) 
--------------------------------------------------- 
1.                前ドアカギ   施錠      解錠 
2.                後ドアカギ   施錠      解錠 
3.                           OPEN    CLOSE 
4.                           OPEN    CLOSE 
5.                           OPEN    CLOSE 
6.                           OPEN    CLOSE 
7.                           OPEN    CLOSE 
8.                           OPEN    CLOSE 
---------------------------------------------------- 
Select No. 
Agent>3 
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③  ②にて 1～8のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号のいずれかを選択すると、名称設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Name]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号を指す名称を設定します。 

[2.Name(OFF)]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の OFF 状態を指す名称を設定します。 

[3.Name（ON）]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の ON 状態を指す名称を設定します。 

いずれかの番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

④  ③にて 1～3 のいずれかを選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号名称／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力 OFF 名称／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力

ON名称の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

⑤  各入力後は、入力情報が正しく登録されていることを確認してください。 

 

⑥  ①にて[2.Digital Output Condition]を選択すると、現在のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力情報の設定内容が表示さ

れ、続いて番号の入力がうながされます。情報を変更したい信号の No.を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Input Name. 
Agent>Name5 

Digital Input Condition Information 
No. Name                 Condition  Attrib  Pulse width(s) 
------------------------------------------------------------ 
1.                前ドアカギ  Enable  Stat      - 
2.                後ドアカギ  Enable  Stat      - 
3.                          Disable  Pulse      - 
4.                          Disable  Pulse      - 
5.                          Disable  Pulse      - 
6.                          Disable  Pulse      - 
7.                          Disable  Pulse      - 
8.                          Disable  Pulse      - 
------------------------------------------------------------- 
Select No. 
Agent>1 

  Digital Output Name Menu 
1.Name 
2.Name(OFF) 
3.Name(ON) 
4.Exit 
Agent>1 
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⑦  ⑥にて 1～8のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号のいずれかを選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Condition]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の有効／無効を設定します。 

[2.Attriｂ]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の属性を設定します。 

[3.Pulse Width]では、選択したﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号のﾊﾟﾙｽ幅を設定します。 

いずれかの番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

⑧  ⑦にて[1.Condition]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の有効／無効の設定ﾓｰﾄﾞになります。 

[1.Enable]を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号が有効に設定されます。 

[2.Disable]を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号が無効に設定されます。 

 

 

 

 

 

⑨  ⑦にて[2.Attrib]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の属性の設定ﾓｰﾄﾞになります。 

[1.Pulse]を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の属性が“ﾊﾟﾙｽ”に設定されます。 

[2.Stat]を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の属性が“状態”に設定されます。 

  

 

 

 

 

  Digital Output Condition Menu 
1.Condition 
2.Attrib 
3.Pulse Width 
4.Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
3.Exit 
Agent>1 

Select No. 
1.Pulse 
2.Stat 
3.Exit 
Agent>2 
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⑩  ⑦にて[3.Pulse Width]を選択すると、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号のﾊﾟﾙｽ幅（秒）の設定ﾓｰﾄﾞになります。 

1～999 秒の範囲で設定してください。 

 

 

 

 

⑪  各入力後は、入力情報が正しく登録されていることを確認してください。 

Input Pulse Width 
Agent>1 
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（９） ｱﾅﾛｸﾞ入力情報の設定 

 

ｱﾅﾛｸﾞ入力情報の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰより［9.Analog Input Setting］を選択すると、ｱﾅ

ﾛｸﾞ入力情報設定ﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Analog Input Name]では、ｱﾅﾛｸﾞ入力信号の名称関係の設定をします。 

[2.Analog Input Paramater]では、計測範囲と正常範囲を設定します。 

[3.Analog Input Condition]では、ｱﾅﾛｸﾞ入力信号の有効/無効を設定します。 

[4.Hysterisys]では、上下限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅を設定します。 

[5.Input Type]では、入力ﾀｲﾌﾟ（4-20mA/0-5V）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

②  [1.Analog Input Name]を選択すると、現在のｱﾅﾛｸﾞ入力信号名称と単位の設定内容が表示され、

続いて番号の入力がうながされます。 

＊のついたｱﾅﾛｸﾞ入力信号については設定を変更することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

  Analog Input Menu 
1.Analog Input Name 
2.Analog Input Paramater 
3.Analog Input Condition 
4.Hysterisys 
5.Input Type 
6.Exit 
 
Agent>1 

Analog Input Name Information 
No. Name                            Unit 
---------------------------------------------- 
1. *                    環境温度   *    ℃ 
2. *                       湿度  *   % 
3.                         電圧        V 
4.                         電流        A 
 
---------------------------------------------- 
Select No. 
Agent>3 
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③  ②にて 3～8のｱﾅﾛｸﾞ入力信号のいずれかを選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Name]を選択すると、選択した信号を指す名称の設定に移ります。 

[2.Unit]を選択すると、選択した信号の単位の設定に移ります。 

 

 

 

 

 

④  ③にて 1、2のいずれかを選択すると、ｱﾅﾛｸﾞ入力信号名称／単位の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

⑤  ①にて[2.Analog Input Parameter]を選択すると、現在のｱﾅﾛｸﾞ入力情報の計測範囲と正常範囲

の設定内容が表示され、続いて番号の入力がうながされます。 

設定できない項目についてはﾃﾞｰﾀの前に＊が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  1～4のｱﾅﾛｸﾞ入力信号のいずれかを選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

設定ﾒﾆｭｰを選択してください。 

 

 

 

 

 

  Analog Input Parameter Menu 
1.Config Max 
2.Config Min 
3.Typical Max 
4.Typical Min 
5.Exit 
Agent>1 

Input Name. 
Agent>V 
OK 

Analog Input Parameter Information 
No. Name            CfgMax   CfgMin   TypMax  TypMin  UNIT 
----------------------------------------------------------------- 
1.        環境温度  *    60.0  *   0.0      45.0     0.0     ℃ 
2.            湿度  *   100.0  *   0.0       0.0   100.0     % 
3.            電圧      300.0      0.0     220.0   180.0     V 
4.            電流       90.0      0.0      12.5     9.5     A 
------------------------------------------------------------------ 
Select No. 
Agent>3 

  Analog Input Name Menu 
1.Name 
2.Unit 
3.Exit 
Agent>１ 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾒﾆｭｰ 
1.計測範囲最大値の設定 
2.計測範囲最小値の設定 
3.正常範囲最大値の設定 
4.正常範囲最小値の設定 



ﾀｰﾐﾅﾙ機能を利用した管理 

76 

 

⑦  ⑥にて 1～4のいずれかを選択すると、各々の項目の、値の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

  

・Config Max（計測最大値） 

・Config Min（計測最小値） 

・Typical Max（正常範囲最大値） 

・typical Min（正常範囲最小値） 

が正しく設定されないと、設定値が有効になりません。 

設定条件は、以下のとおりです。 

Config Min  ＜ Config Max 

Config Min ＜ Typical Max ≦ Config Max  

Config Min ≦ typical Min ＜ Config Max  

－99999．9 から 99999．9 の範囲内で、小数点以下第 1 位までを入力してください。 

 

⑧  ①にて[3.Analog Input Condition]を選択すると、現在のｱﾅﾛｸﾞ入力信号の設定内容が表示され、

続いて番号の入力がうながされます。情報を変更したい信号の No.を選択してください。 

設定できない項目についてはﾃﾞｰﾀの前に＊が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

Analog Input Parameta Information 
No. Name                     Attrib  WatchCond  Mail    Trap 
----------------------------------------------------------------- 
1.環境温度                  *Enable   Enable    Enable   Enalbe 
2.湿度             Enable   Enable    Enable   Enable 
3.電圧                       Enable   Disable   Disable  Disable 
4.電流                       Enable   Disable   Disable  Disable 
 
------------------------------------------------------------------ 
Select No. 
Agent>2 

Input Value. 
Agent>300.0 
OK 
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⑨  ⑧にて 3～8のｱﾅﾛｸﾞ入力信号のいずれかを選択すると、次のﾒﾆｭｰが表示されます。 

[1.Attrib]では、選択したｱﾅﾛｸﾞ信号の有効／無効の設定に移ります。 

[2.Watch Cond]では、選択したｱﾅﾛｸﾞ信号の正常範囲逸脱監視を行うか否かを設定し

ます。 

[3.Mail]では、選択したｱﾅﾛｸﾞ信号が正常範囲を逸脱したときの E-Mail 送信有無の設

定に移ります。 

[4.Trap]を選択すると、選択したｱﾅﾛｸﾞ信号が正常範囲を逸脱したときの SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ

送信有無の設定に移ります。 

 

 

 

 

 

 

⑩  ⑨にて 1～5 のいずれかを選択すると、３つのﾒﾆｭｰ各々についての有効／無効の設定ﾓｰﾄﾞになり

ます。 

[1.Enable]を選択すると、（信号／逸脱監視／E-Mail 送信／ﾄﾗｯﾌﾟ送信が）有効に設

定されます。 

[2.Disable]を選択すると、（信号／逸脱監視／E-Mail 送信／ﾄﾗｯﾌﾟ送信が）無効に

設定されます。 

 

 

 

 

Select No. 
1.Enable 
2.Disable 
3.Exit 
Agent>1 

 Analog Input Condition Menu 
1.Attrib 
2.Watch Cond 
3.Mail 
4.Trap 
5.Exit 
Agent> 
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⑪  ①にて[4. Hysterisis]を選択すると、現在のｱﾅﾛｸﾞ入力情報の上下限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅の設定内容が表示

され、続いて番号の入力がうながされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫  1～8のｱﾅﾛｸﾞ入力信号のいずれかを選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

設定ﾒﾆｭｰを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

⑬  ⑫にて 1～2のいずれかを選択すると、各々の項目の、値の入力ﾓｰﾄﾞになります。 

 

  

 

 

⑭  ①にて[5. Input Type]を選択すると、現在のｱﾅﾛｸﾞ入力ﾀｲﾌﾟの設定内容が表示され、続いて番号

の入力がうながされます。 

 

 

 

 

 

 

 

  Analog Input Histerisys Menu 
1.Hysterisys(Low) 
2.Hysterisys(High) 
3.Exit 
 
Agent>1 

Analog Input Hysterisys Information 
No. Name              Hys.(L)  Hys.(H) 
------------------------------------------ 
1.        環境温度        0.0       0.0 
2.            湿度        0.0       0.0 
3.            電圧        0.0       0.0 
4.            電流        0.0       0.0 
 
------------------------------------------------------------------ 
Select No. 
Agent>8 

Input Value. 
Agent>10.0 
OK 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾋｽﾃﾘｼｽﾒﾆｭｰ 
1.下限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅の設定 
2.上限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅の設定 
 

Analog Input Type Information 
No. Name              InputType 
------------------------------------------ 
1.        環境温度        4-20mA 
2.            湿度        4-20mA 
3.            電圧        4-20mA 
4.            電流        4-20mA 
 
------------------------------------------------------------------ 
Select No. 
Agent>8 



ﾀｰﾐﾅﾙ機能を利用した管理 

79 

 

⑮  1～8のｱﾅﾛｸﾞ入力信号のいずれかを選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑯  入力後は、入力情報が正しく登録されていることを確認してください。 

 

 

（１０） 状態・計測値履歴保存間隔の設定 

 

状態・計測値履歴保存間隔の設定方法について示します。 

 

①  ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[1.Configuration]－基本設定ﾒﾆｭｰの［10.Log Save Term］を選択すると、現在の設定

内容が表示され、続いて履歴を保存する間隔（秒）の入力がうながされます。 

0～65535（秒）の範囲で保存間隔を設定してください。 

0 を設定すると、状態変化が発生した場合のみ状態・計測値履歴を保存します。 

 

 

 

 

Log save term : 600 [s] 
 
Input term. 
Agent>300 
OK 

  Select No. 
1.4-20mA 
2.0-5V 
3.Exit 
 
Agent>1 
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5.1.7  制御ﾒﾆｭｰ 

 

本装置のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号の制御方法について示します。 

 

（１） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御ﾒﾆｭｰ 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰにて［2.Control］を選択すると、現在のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力情報が表示され、続いて

制御する出力番号の入力をうながすﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。制御を行いたい信号 No.を

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「stat」項目には、現在の信号状態が表示されます。 

「Attrib」項目には、信号の属性が表示されます。 

「Condition」項目には、信号の有効／無効が表示されます。 

制御は、Condition が「有効 Enable」の信号のみ可能です。 

 

（２） ﾊﾟﾙｽ出力の制御 

①  ﾊﾟﾙｽ属性のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力信号を選択すると、以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

「1.Yes」を実行すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力にﾊﾟﾙｽが出力されます。ﾊﾟﾙｽ出力中に

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御があった場合は、要求が無視されます。 

「2.No」、「3.Exit」を実行すると、制御を行わずにﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御ﾒﾆｭｰに戻ります。 

 

 

 

 

Digital Output Information 
No. Name                              stat  Attrib  Conditon 
------------------------------------------------------------------- 
1.                        前ドアカギ     解錠    stat   Enable 
2.                        後ドアカギ     施錠    stat   Enable 
3.                                     -       pulse  Disable 
4.                                     -       pulse  Disable  
5.                                     -       pulse  Disable 
6.                                     -       pulse  Disable 
7.                                     -       pulse  Disable 
8.                                     -       pulse  Disable 
 
Select No. 
Agent>3 

  OK? 
1.Yes 
2.No 
3.Exit 
Agent>1 
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（３） 状態出力信号の制御 

①  連続信号属性のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力を選択すると、次のﾒﾆｭｰが表示されます。 

選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力を CLOSE するか、OPEN するかを選択してください。 

 

 

 

 

 

②  ①にて「1.Close」を選択すると、次の実行確認ﾒﾆｭｰが表示されます。 

「1.Yes」を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力が OPEN の場合に、出力を CLOSE します。 

「2.No」、「3.Exit」を選択すると、制御を行わずにﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御ﾒﾆｭｰに戻ります。 

 

 

 

 

 

③  ①にて「2.Open」を選択すると、次の実行確認ﾒﾆｭｰが表示されます。 

「1.Yes」を選択すると、選択中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力が CLOSE の場合に、出力を OPEN します。 

「2.No」、「3.Exit」を選択すると、制御を行わずにﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御ﾒﾆｭｰに戻ります。 

 

 

 

 

 

  Select No. 
1.Close 
2.Open 
3.Exit 
Agent>1 

  OK? 
1.Yes 
2.No 
3.Exit 
Agent>1 

  OK? 
1.Yes 
2.No 
3.Exit 
Agent>1 
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5.1.8  表示ﾒﾆｭｰ 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰにて［3.Display］を選択すると以下のﾒﾆｭｰが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

表示ﾒﾆｭｰ（Display Manu）の説明 

表示ﾒﾆｭｰ 内容 参照ページ 

1. Condition/Measuring Value 本装置のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態と計測値を表示

します。 
83 

2.Unit Informatioin 装置情報（MAC ｱﾄﾞﾚｽ、ROM ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、Web

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ）を表示します。 
83 

3.Event Log ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞを表示します。 84 

4.Exit ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。  

 

 
  Display Menu 
1.Condition/ Measuring Value 
2.Unit Information 
3.Event Log 
4.Exit 
Agent> 
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（１） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態と計測値の表示 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[3.Display]－表示ﾒﾆｭｰの［1. Condition/Measuring Value］を選択すると、

現在のﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態と計測値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 装置情報の表示 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[3.Display]－表示ﾒﾆｭｰの［2.Unit Information］を選択すると、装置情報

が表示されます。 

 

 

 

 

 

本装置の MAC ｱﾄﾞﾚｽ、ROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、Web ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝが表示されます。 

Digital Input Information 
No. Name                             stat 
--------------------------------------------- 
1.                      ファン故障    復旧 
2.                      前ドア開閉     閉 
3.                      後ドア開閉     開 
4.                                    OFF 
5.                                    OFF 
6.                                    OFF 
7.                                    OFF 
8.                                    OFF 
 
Analog Input Information 
No. Name                             Value  unit 
----------------------------------------------------- 
1.                         環境温度   48.5    ℃ 
2.                            湿度    60.2    % 
3.                            電流    10.4    A 
4.                                     0.0  
 

Unit Information 
MAC Address : 00 00 00 00 00 00 
ROM Program Ver : P0001318-006 
Web Program Ver : P0000000A 
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（３） ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞの表示 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの[3.Display]－表示ﾒﾆｭｰの［3.Event Log］を選択すると、ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページに表示可能な行数で一時停止します。［Enter］ｷｰを押下すると続きが表示さ

れます。 

表示内容については、付録 B 環境監視装置ｲﾍﾞﾝﾄ一覧を参照してください。 

Event Log 
Type No.  DateTime              Address       Detail 
------------------------------------------------------------------------- 
Inf  0601 2001/08/28 13:56:26   0.  0.  0.  0 CH=2, Name=NamePalse・・・ 
Inf  0601 2001/08/28 11:18:41   0.  0.  0.  0 CH=2, Name=NamePalse・・・ 
Inf  0514 2001/08/28 10:47:59   0.  0.  0.  0 0x0080 
Inf  0514 2001/08/28 10:47:42   0.  0.  0.  0 0x0080 
Inf  0514 2001/08/28 10:14:09   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0514 2001/08/28 10:06:00   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0501 2001/08/28 10:05:59   0.  0.  0.  0 
Inf  0514 2001/08/28 09:53:20   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0501 2001/08/28 09:53:19   0.  0.  0.  0 
Inf  0514 2001/08/28 09:51:46   0.  0.  0.  0 0x0040 
Inf  0514 2001/08/28 09:51:18   0.  0.  0.  0 0x0040 
Inf  0514 2001/08/28 09:48:30   0.  0.  0.  0 0x0010 
Inf  0514 2001/08/28 09:48:01   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0514 2001/08/28 09:47:37   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0514 2001/08/28 09:47:08   0.  0.  0.  0 0x0100 
Inf  0514 2001/08/28 09:46:28   0.  0.  0.  0 0x0008 
Inf  0514 2001/08/28 09:45:47   0.  0.  0.  0 0x0004 
Inf  0501 2001/08/28 09:45:46   0.  0.  0.  0 
Inf  0514 2001/08/27 19:45:01   0.  0.  0.  0 0x0020 
Inf  0514 2001/08/27 19:36:00   0.  0.  0.  0 0x0040 
------------MORE------------ 
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5.1.9  時計設定ﾒﾆｭｰ 

 

本装置の時計の設定方法について以下に示します。 

 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰにて［4.DateTime］を選択すると現在の日時が表示され、入力ﾓｰﾄﾞになります。 

任意の時刻を設定してください。 

 

 

 

 

 

入力形式は、 「yyyy/mm/dd  hh:mm:ss」です。 

Now DateTime  :2001/ 8/28 14:57:55 
 
Input DateTime. 
Agent>2001/9/1 15:10:0 
OK 
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5.2  Telnet 端末 

 

通常、本装置の初期設定時以外に使用する必要はありません。 

使用できる機能は「5.1 ｼﾘｱﾙ端末」と同じですが、ﾈｯﾄﾜｰｸｱｸｾｽのため、接続時に管理者の

認証を行ないます。 

 

（１） PC のｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄｳｨﾝﾄﾞｳから以下のｺﾏﾝﾄﾞを実行して Telnet ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動してくだ

さい。 

 

telnet 本装置ｱﾄﾞﾚｽ 

例） 初期設定状態の本装置に接続する場合 

 

 

 

 

（２） 本装置との接続に成功すると、Telnet 画面に以下のようにﾕｰｻﾞｰ認証のﾒｯｾｰｼﾞが表示

されます。ﾒｯｾｰｼﾞにしたがってﾕｰｻﾞｰ名およびﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力してください。なおﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

は画面に表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） ﾕｰｻﾞｰ認証に成功した場合は、ﾒｲﾝﾒﾆｭｰが表示されます。以後の内容は「5.1 ｼﾘｱﾙ端末」

と同じです。 

 

C:\WINNT>telnet 192.168.1.1 

 

Welcome to EnvMon Agent. 

User name: 

 

注意 

出荷時のｱｶｳﾝﾄは 

ﾕｰｻﾞｰ名： Admin （大文字小文字を区別しません） 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ： Admin （大文字小文字を区別します） 

となっております。 
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付録 A 設定項目一覧 
 

No 項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ｻｲｽﾞ 

ﾊﾞｲﾄ 

漢 

字 

空 

白 

Web 管理 

ﾂｰﾙ 

ﾀｰﾐﾅﾙ 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 

1.  IP ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.1.1 － － － 基本設定 1.Configuration 

↓ 

1.Network 

↓ 

1.～6. 

2.  ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 255.255.255.0 － － － 

3.  設置場所 空白（未設定） 127 ○ ○ 

4.  ｺﾒﾝﾄ 空白（未設定） 127 ○ ○ 

5.  ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽの設定 固定ｱﾄﾞﾚｽ － － － 

6.  ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 0.0.0.0 － － － 

7.  DNS ｻｰﾊﾞｰ 0.0.0.0 － － － 

8.  SMTP ｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.0 － － － 

9.  SMTP ｻｰﾊﾞｰﾎﾟｰﾄ 25 5 － － 

10.  E-Mail 送信元ｱﾄﾞﾚｽ なし 127 × × 

11.  状態計測値履歴保存間隔 10 5 － － 1.Configuration 

↓ 

9.LogSaveTerm 

12.  新しいｱｶｳﾝﾄ なし 20 × × 基本設定 

↓ 

ｱｶｳﾝﾄ設定 

1.Configuration 

↓ 

2.Account 
13.  新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ なし 20 × × 

14.  新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの確認 なし 20 × × 

15.  ｺﾐｭﾆﾃｨ名 public 127 × × 基本設定 

↓ 

SNMP 設定 

1.Configuration 

↓ 

3.SNMP 

↓ 

1.～5. 

16.  問い合わせ先 なし 127 ○ ○ 

17.  SNMP 動作 有効 － － － 

18.  ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽ なし － － － 

19.  SNMP ｱｸｾｽ制限     

20.  「全ての端末からの設定

を許可する」ﾎﾞﾀﾝ 

有効    

21.  「下記の端末からの設定

を許可する」ﾎﾞﾀﾝ 

無効    

22.  SNMP ｱｸｾｽ許可端末  － － － 

23.  「有効にする」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

↓ 

接点情報 

↓ 

接点信号詳細

設定 

1.Configuration 

↓ 

6.Digital Input 

Menu 

 

24.  接点信号名称 なし 32 ○ ○ 

25.  ON 名称 なし 8 ○ ○ 

26.  OFF 名称 なし 8 ○ ○ 

27.  障害状態 なし － － － 

28.  「E-Mail を送信する」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 

29.  「SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信す

る」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 

30.  「有効にする」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

↓ 

計測情報 

↓ 

計測信号詳細

設定 

1.Configuration 

↓ 

8.Analog Input 

Menu 

31.  計測信号名称 なし 32 ○ ○ 

32.  単位 なし 8 ○ ○ 

33.  計測範囲 0～300 8 × × 

34.  正常範囲 180～220 8 × × 

35.  「逸脱監視を行う」ﾁｪｯｸ

ﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 
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36.  上限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅 0 － － － 

37.  下限ﾋｽﾃﾘｼｽ幅 0 － － － 

38.  「E-Mail を送信する」ﾁｪ

ｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 

39.  「SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信す

る」ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

無効 － － － 

40.  「有効にする」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

ﾁｪｯｸなし 

（無効） 

－ － － ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

↓ 

制御情報 

↓ 

制御詳細設定 

1.Configuration 

↓ 

7.Digital Output 

Menu 

41.  制御項目 なし 32 ○ ○ 

42.  制御種別 － － － － 

43.  「ﾊﾟﾙｽ」ﾎﾞﾀﾝ 有効 － － － 

44.  「連続」ﾎﾞﾀﾝ 無効 － － － 

45.  ON 名称 なし 8 ○ ○ 

46.  OFF 名称 なし 8 ○ ○ 

47.  ﾊﾟﾙｽ幅 1 － － － 

48.  E-Mail 送信先 なし 127 × × E-Mail 先 1.Configuration 

↓ 

4.E-Mail Address 

49.  時計 

（ﾀｰﾐﾅﾙ機能のみ） 

なし 32 × × － 4.DateTime 

50.  「NTP を使用する」 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

使用しない － － － 時計設定 1.Configuration 

↓ 

5.NTP 51.  時計設定周期 24 － － － 

52.  ﾀｲﾑｱｳﾄ 10 － － － 

53.  NTP ｻｰﾊﾞ名/ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.0 － － － 

54.  ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御 

（Web 管理ﾂｰﾙのみ) 

登録なし － － － ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御

設定 

－ 

 

注）ﾀｰﾐﾅﾙ機能を利用した場合には、2 ﾊﾞｲﾄ文字（漢字）の入力ができません。 
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付録 B 環境監視装置ｲﾍﾞﾝﾄ一覧 
 

ｺｰﾄﾞ ｲﾍﾞﾝﾄ名称 情報

ﾀｲﾌﾟ 

ﾛｸﾞ 

保存 

E-Ma

il

送信 

ｲﾍﾞﾝﾄ 

内容説明 

詳細情報 

0203 LAN 通信異常 I ● ○ LAN通信異常が発生した

とき 
注 1） 

0204 LAN 通信異常復旧 I ● ○ LAN通信異常が復旧した

とき 
注 1） 

0205 ｱﾄﾞﾚｽ変換失敗 W ● ○ DNSによるIPｱﾄﾞﾚｽへの変

換が失敗したとき 
注 1） 

0307 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新要求受付 I ● ○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新要求電文を

受信したとき 
注 1） 

0308 ｾｯｼｮﾝ確立 I ● ○ ｾｯｼｮﾝが確立したとき 注 1） 

0309 ｾｯｼｮﾝ解放受付 I ● ○ ｾｯｼｮﾝ解放通知を受けた

とき 
注 1） 

0310 不正なｱｸｾｽ W ● ○ ﾂｰﾙ、ｻｰﾋﾞｽ、SNMPｴｰｼﾞｪﾝ

ﾄ等、外部から不正なｱｸｾ

ｽがあった場合 

注 1） 

0311 要求電文異常 W ● ○ 異常な要求電文を受信し

たとき 
注 1） 

0401 ﾒｰﾙ送信完了 I ● － ﾒｰﾙ送信が終了したとき 注 1） 

0402 ﾒｰﾙ送信失敗 W ● － ﾒｰﾙ送信に失敗したとき 注 1） 

0403 ﾄﾗｯﾌﾟ送信完了 I ● ○ ﾄﾗｯﾌﾟ送信が終了したと

き 
注 1） 

0404 ﾄﾗｯﾌﾟ送信失敗 W ● ○ ﾄﾗｯﾌﾟ送信が失敗したと

き 
注 1） 

0413 ｾｯｼｮﾝ解放通知 I ● ○ ｾｯｼｮﾝ解放をPCに通知し

たとき 
注 1） 

0414 ｱｸｾｽ拒否 E ● ○ ﾂｰﾙ又はｻｰﾋﾞｽからｱｸｾｽ拒

否されたとき 
注 1） 

0501 ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄ I ● ○ ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄしたとき 注 2） 

0513 時計設定変更 I ● ○ 時計が変更されたとき 注 1） 

0514 設定変更 I ● ○ 設定が変更されたとき 注 1）、注 3） 

0601 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御要求受付 I ● ○ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御要求があ

ったとき 

詳細：出力CH番号、出力

CH名称 

（例：1.ﾛｯｸ解除） 

0602 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力状態変化 I ● ○ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力の状態が変化

したとき 

詳細：入力CH番号、入力

CH名称、入力状態名称 

（例： 1 1 故障） 

0603 ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲逸脱発生 W ● ○ ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲を逸脱し

たとき 

詳細：入力CH番号、入力

CH名称、計測値、単位 

(例： 1 温度 46.6 ℃) 

0604 ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲逸脱復旧 I ● ○ ｱﾅﾛｸﾞ入力範囲逸脱が回

復したとき 

詳細：入力CH番号、入力

CH名称、計測値、単位 

(例： 1 温度 36.6 ℃) 

0605 ﾊｰﾄﾞ異常 I ● ○ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ異常が発生した

とき。 

詳細：内容 
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0606 イベント連携制御実行完

了 

I ● ○ イベント連携制御が正常

に完了したとき。 

詳細： 

・ローカル制御の場合 

CH=制御ＣＨ , Name=制

御名称, type=制御タイ

プ , Evt=イベント連携

制御名称 

・リモート制御の場合 

イベント連携制御名称 

0608 イベント連携制御実行失

敗 

I ● ○ イベント連携制御が異常

終了したとき。 

詳細： 

・ローカルの場合 

CH=制御ＣＨ , Name=制

御名称, type=制御タイ

プ , Evt=イベント連携

制御名称 

・リモートの場合 

イベント連携制御名称 

L=スクリプト行数 

 

 

E：Error、W：Warning、I：Information 

●：保存する（変更不可）、○：設定により保存する／E-Mail 送信する、－：設定不可 

注 1）IP ｱﾄﾞﾚｽまたはﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ（先頭 20 文字）保存 

注 2）ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄの詳細を残す。以下の文字列を詳細として残す。複数ある場合はｽﾍﾟｰｽで区切る。 

IP ｱﾄﾞﾚｽ変更時：“IP” 

ﾙｰﾀｱﾄﾞﾚｽ変更：“ROUTE” 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新成功：“PROG_CHG_OK” 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新失敗：“PROG_CHG_ERR” 

注 3）No0514 設定ｲﾍﾞﾝﾄの詳細内容のﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ（行われた設定変更の内容をあらわします。） 

0x F F F F 

ﾋﾞｯﾄ 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 

説 

定 

変 

更 

項 

目 

        環

境

監

視

装

置

ﾒ 

｜

ﾙ

先

情

報 

環

境

監

視

装

置

制

御

情

報 

ﾃﾞ

ｼﾞ

ﾀ 

ﾙ

出

力

設

定

情

報 

ﾃﾞ

ｼﾞ

ﾀ 

ﾙ 

入

力

設

定

情

報 

S 

N 

M 

P 

情

報 

ｼ 

ｽ 

ﾃ 

ﾑ

管

理 

情

報 

時

計

情

報 

ｱ 

ｶ 

ｳ 

ﾝ 

ﾄ

情

報 
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付録 C 環境監視装置ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB 一覧 
 

OID 共通： 

root－ISO(1)－Org(3)－dod(6)－internet(1)－Private(4)－enterprises(1)－SANYODENKI(3465) 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ名 ﾃｰﾌﾞﾙ項目 OID SYNTAX ｱｸｾｽ

権 

＊2 

説明 

envMonSy

stem 

（環境監

視装置ｼｽ

ﾃﾑ） 

RomVer － 11.1.1.0 (0..20)str R ROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

WebVer － 11.1.2.0 (0..20)str R Web ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

MibVer － 11.1.3.0 
NonNegativeInteg

er 
R MIB ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

SetCounter － 11.1.4.0 Counter R 設定変更カウンタ 

Time － 11.1.5.0 (0..20)str RW 内部時計 

envMonDi

gitIn 

（環境監

視装置 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入

力） 

Num － 
11.2.1.0 NonNegativeInteg

er 
R DI の入力総数 

SetTable 

Index 11.2.2.1.1 PositiveInteger R DI のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Name 11.2.2.1.2 (0..32)str RW DI の名称（＊1） 

NameOn 
11.2.2.1.3 

(0..8)str RW 
DI の名称（入力 ON 時） 

（＊1） 

NameOff 
11.2.2.1.4 

(0..8)str RW 
DI の名称（入力 OFF 時） 

（＊1） 

NameChg 
11.2.2.1.5 

INTEGER R 
DI の名称の属性 

0:変更可、1:変更不可 

Cond 
11.2.2.1.6 

INTEGER RW 
DI の条件 

0:Disable、1:Enable 

CondChg 
11.2.2.1.7 

INTEGER RW 
DI 設定の属性 

0:変更可、1:変更不可 

Attr 
11.2.2.1.8 

INTEGER RW 
ﾁｬﾝﾈﾙの属性 

0:MJ、1:MN、2:ST 

Mail 
11.2.2.1.9 

INTEGER RW 
ﾒｰﾙ送信条件 

0:Disable、1:Enable 

Trap 

 
11.2.2.1.10 INTEGER  RW 

ﾄﾗｯﾌﾟ送信条件 0:Disable、

1:Enable 

AlarmStat 11.2.2.1.11 INTEGER RW 

障害の扱い 

0:OFF、1:ON,2:障害扱いと

しない。 

StatTable 

StatIndex 11.2.3.1.1 PositiveInteger R DI 状態のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Stat 
11.2.3.1.2 

INTEGER R 
DI の状態 

0:OFF、1:ON 

envMonDi

gitOut 

（環境監

視装置 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出

力） 

Num － 
11.3.1.0 NonNegativeInteg

er 
R DO の出力数 

SetTable 

 

Index 11.3.2.1.1 PositiveInteger R DO のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Name 11.3.2.1.2 (0..32)str R DO の名称（＊1） 

NameClose 
11.3.2.1.3 

(0..8)str R 
DO の名称（出力 CLOSE 時）

（＊1） 

NameOpen 
11.3.2.1.4 

(0..8)str R 
DO の名称（出力 OPEN 時）

（＊1） 

NameChg 
11.3.2.1.5 

INTEGER R 
DO の名称の属性 

0:変更可、1:変更不可 
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Cont 

11.3.2.1.6 

INTEGER W 

DO の制御 

0:ﾊﾟﾙｽ、1:CLOSE、 

2:OPEN 

ContAttr 
11.3.2.1.7 

INTEGER RW 
DO の制御属性 

0:ﾊﾟﾙｽ、1:状態 

Cond 
11.3.2.1.8 

INTEGER RW 
DO の属性 

0:Disable、1:Enable 

CondChg 11.3.2.1.9 INTEGER  R  
DO 設定の属性 0:変更可、1:

変更不可 

PulseTerm 11.3.2.1.10 INTEGER RW 1～99 秒 

StatTable 

StatIndex 11.3.3.1.1 PositiveInteger R DO のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Stat 
11.3.3.1.2 

INTEGER R 
DO の状態 

0:OPEN、1:CLOSE 

EnvMonAn

alogIn 

（環境監

視装置 

ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 入

力） 

Num － 
11.4.1.0 NonNegativeInteg

er 

R 
ｱﾅﾛｸﾞ入力総数（＊1） 

SetTable 

Num 11.4.2.1.1 PositiveInteger R AI のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Name 11.4.2.1.2 (0..32)str RW ｱﾅﾛｸﾞ入力の名称 

Unit 11.4.2.1.3 (0..8)str RW 単位（＊1） 

NameChg 
11.4.2.1.4 

INTEGER 
R AI 名称の属性 

0:変更可、1:変更不可 

TypMax 
11.4.2.1.5 

INTEGER 
RW ｱﾅﾛｸﾞ入力の最大値×10（入

力電流 20mA のときの値） 

TypMin 
11.4.2.1.6 

INTEGER 
RW ｱﾅﾛｸﾞ入力の最小値×10（入

力電流 4mA のときの値） 

StdMax 11.4.2.1.7 INTEGER RW 正常範囲の最大値×10 

StdMin 11.4.2.1.8 INTEGER RW 正常範囲の最小値×10 

Cond 
11.4.2.1.9 

INTEGER 
RW ｱﾅﾛｸﾞ入力の属性 

0:Disable、1:Enable 

CondChg 
11.4.2.1.10 

INTEGER 
R AI 設定の属性 

0:変更可、1:変更不可 

Attr 
11.4.2.1.11 

INTEGER 
RW ﾁｬﾝﾈﾙの属性 

0:MJ、1:MN、2:ST 

WatchCond 
11.4.2.1.12 

INTEGER 
RW 逸脱監視条件 

0:Disable、1:Enable 

Mail 
11.4.2.1.13 

INTEGER 
RW ﾒｰﾙ送信条件 

0:Disable、1:Enable 

Trap 11.4.2.1.14 INTEGER  RW 
ﾄﾗｯﾌﾟ送信条件 0:Disable、

1:Enable 

HysLow 11.4.2.1.15 INTEGER  RW 
ﾋｽﾃﾘｼｽ（下） ﾋｽﾃﾘｼｽ値 ×

10１０ 

HysHi 11.4.2.1.16 INTEGER  RW 
ﾋｽﾃﾘｼｽ（上） ﾋｽﾃﾘｼｽ値 ×

10１０ 

Type 11.4.2.1.17 INTEGER  RW 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾀｲﾌﾟ 

0:０：電流 (4～ 20mA)、 1:

１：電圧(0～5V) 

Table 

MesNum 11.4.3.1.1 PositiveInteger R AI のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号 

Data 11.4.3.1.2 INTEGER R ｱﾅﾛｸﾞ計測値×10 

Stat 11.4.3.1.3 INTEGER R 

ｱﾅﾛｸﾞ計測値の正常範囲逸

脱の有無 

逸脱なし:0 逸脱あり:1 

EnvMonPa

rameta

（環境監

視装置ｼｽ

ﾃﾑ設定情

報） 

TermLog － 

11.5.1.0 INTEGER RW 状態履歴保存間隔（単位：

秒） 0～65535 
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envMonTr

apTo （ 環

境監視装

置ﾄﾗｯﾌﾟ） 

envMonTrap

AddrMax 
－ 

11.6.1.0 NonNegativeInteg

er 

R ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽ最大値 

envMonTrap

AddrTable 

envMonTrapNu

m 

11.6.2.1.1 PositiveInteger R ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽｲﾝﾃﾞｯｸｽ 

envMonTrapA

ddrAddr 

11.6.2.1.2 (0..64)str RW ﾄﾗｯﾌﾟ送信先ｱﾄﾞﾚｽ 

envMonMa

ilTo （ 環

境監視装

置ﾒｰﾙ） 

envMonMail

AddrMax 
－ 

11.7.1.0 NonNegativeInteg

er 

R ﾒｰﾙ送信先ｱﾄﾞﾚｽ最大値 

envMonMail

AddrTable 

envMonMailNu

m          

11.7.2.1.1 PositiveInteger R ﾒｰﾙ送信先ｱﾄﾞﾚｽｲﾝﾃﾞｯｸｽ 

envMonMailA

ddrAddr 

11.7.2.1.2 (0..128)str RW ﾒｰﾙ送信先ｱﾄﾞﾚｽ 

envMonSy

ncTime

（環境監

視装置時

刻同期管

理情報） 

envMonSync

TimeCond 
－ 

11.8.1.0 INTEGER RW NTP 有効／無効 

0:０：無効 1:１：有効 

 

envMonSync

TimeServer 
－ 11.8.2.0 (0..128)str 

RW 

NTP サーバアドレス 

envMonSync

TimeTerm 
－ 11.8.3.0 INTEGER 

RW NTP による時計設定間隔(1

～65535 時間) 

envMonSync

TimeTimeou

t 

－ 11.8.4.0 INTEGER 

RW 

ﾀｲﾑｱｳﾄ時間(1～65535 秒) 

envMonHa

rdErr（環

境監視装

置ハード

ウェア異

常情報） 

envMonHard

ErrStat 
－ 11.9.1.0 INTEGER R 

ハード異常の有無 

0:正常 1:異常 

envMonHard

ErrLastDet

ail 

－ 11.9.2.0 (0..64)str R 
最後に発生したハード異常

の詳細 

＊1)基本的には ASCII 文字列。漢字も設定、表示ができるが文字化けを起こすことがあります。 

＊2）R:Read Only W:Write Only RW:Read-Write 
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付録 D 環境監視装置 TRAP 一覧 
 

OID 共通： 

root－ISO(1)－Org(3)－dod(6)－internet(1)－Private(4)－enterprises(1)－SANYODENKI(3465) 

 

ｱﾗｰﾑ名 OID ｲﾍﾞﾝﾄ名 付加情報 説明 

envMonInputStatChange 12.1 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力

値変化ｲﾍﾞﾝﾄ 

envMonDigitInName、 

envMonDigitInNameOn 又は 

envMonDigitInNameOff 

envMonDigitInStatIndex 
envMonDigitInStat 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力値

が変化したと

き 

envMonAnalogInputOutOfStd 12.2 
計測値逸脱

発生ｲﾍﾞﾝﾄ 

envMonAnalogInName、 

envMonAnalogInData 

envMonAnalogInStatIndex 
envMonAnalogInUnit 

ｱﾅﾛｸﾞ入力値

が範囲を逸脱

したとき 

envMonAnalogInputInStd 12.3 
計測値逸脱

復旧ｲﾍﾞﾝﾄ 

envMonAnalogInName、 

envMonAnalogInData 

envMonAnalogInStatIndex 
envMonAnalogInUnit 

ｱﾅﾛｸﾞ入力値

が範囲内にな

ったとき 

envMonContDigitOut 12.4 

デジタル出力

制御要求受

付イベント 

envMonDigitOutName 
envMonDigitOutNameON 又は 
envMonDigitOutNameOFF 
（属性がパルス以外） 
envMonDigitOutStatIndex 
envMonDigitOutCont 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制

御を行ったと

き 

envMonSettingChange 12.5 
設 定 変 更 イ

ベント 

envMonSystemSetCounter 設定変更が行

われたとき。 

envMonHardErr 12.6 
ハード異常イ

ベント 
envMonHardErrLastDetail 

ハードウェア

異常が発生し

たとき。 
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付録 E こんな時には 
 

やりたいこと 関連ページ 備考 

ﾈｯﾄﾜｰｸ経由で設定・制御を行う場合   

 IP ｱﾄﾞﾚｽを設定する 5，17,53,86  

Web ﾌﾞﾗｳｻﾞを使用する 11  

Telnet を使用する 86  

ﾀｰﾐﾅﾙｿﾌﾄから設定・制御を行う 47  

接点状態を監視する   

 接点情報を設定する 24,66  

 接点情報を表示する 16,83  

 状態変化時に E-Mail を送信する 26,66  

 状態変化時に SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信する 26,66  

計測情報を監視する   

 計測情報を設定する 28,74  

 計測情報を表示する 16,83  

 正常範囲を逸脱したときに E-Mail を送信する 29，74  

 正常範囲を逸脱したときに SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを送信する 29，74  

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力制御を行う   

 制御信号の設定 32,70  

 制御の実行 16,80  

ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞを見る 37,84  

状態・計測値履歴情報を見る 35  

状態・計測値履歴の保存間隔を変更する 17,79  

E-Mail の送信先を設定する 38,61  

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬを使用する 20,46,56  

ｱｶｳﾝﾄ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更する 22,55  

時計設定を行う 23,85  

本装置の MAC ｱﾄﾞﾚｽを見る 83  
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付録 F ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御のｼｰｹﾝｽ例 
ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御設定では、設定された制御実施条件を「すべて OR 条件とする」ことも「すべて AND

条件とする」こともできます。以降では両者の違いについて具体的なｼｰｹﾝｽ例をあげ説明します。 

（１） 「すべて OR 条件とする」場合のｼｰｹﾝｽ１（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行わない場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 または接点 CH2 が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

（２） 「すべて OR 条件とする」場合のｼｰｹﾝｽ 2（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行う場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 または接点 CH2 が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する。」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

ON 

ON 

(A)接点 CH1 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）本ケースのように接点 CH２が ON に変化しても、再度制御 CH１ 

に対して制御を出すことはない。 

（C）制御 CH1 を自動で OFF 制御することはない。 

ON 

ON 

(A)接点 CH1 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）本ケースのように接点 CH２が ON に変化しても、再度制御 CH１ 

に対して制御を出すことはない。 

（C）実施条件成立状態から不成立の状態に変化したら、ﾘﾊﾞｰｽ制御を 

行う。 

ON 

ON 

OFF 
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（３） 「すべて AND 条件とする」場合のｼｰｹﾝｽ１（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行わない場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 と接点 CH2 の両方が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

（４） 「すべて AND 条件とする」場合のｼｰｹﾝｽ 2（ﾘﾊﾞｰｽ制御を行う場合のｼｰｹﾝｽ） 

条件：「接点 CH1 と接点 CH2 の両方が ON になったら、制御 CH1 を ON 制御する。」 

 

接点 CH1 

 

接点 CH2 

 

制御 CH1 

 

 

 

 

 

 

 

 

ON 

ON 

(A)接点 CH2 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）制御 CH1 を自動で OFF 制御することはない。 

ON 

ON 

(A)接点 CH2 が ON に変化し、ｲﾍﾞﾝﾄ連携制御の制御実施条件を 

満たしたとき、制御 CH１に対して ON 制御を送信する。 

（B）実施条件成立状態から不成立の状態に変化したら(本ケースでは 

接点 CH2 が OFF に変化しら契機)、ﾘﾊﾞｰｽ制御を行う。 

ON 

ON 

OFF 
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